


年 報 発 行 に 当 た っ て 

 

千葉大学海洋バイオシステム研究センター（2004 年版）の年報をお届けいたします。 

2001 年発行の 2000 年版から年報の報告を行っています。2000 年版は、海洋バイオシステム研

究センターの沿革、研究内容と組織、センターの諸規定、運営委員会名簿および委員会規程、セ

ンターとしての活動・行事、共同利用に係わる利用状況、1999 年から 2000 年度のセンター教官・

客員教授、非常勤研究員の研究成果などを報告しました。2001 年版（2002 年発行）は、通常のセ

ンターの活動、教官等の研究成果および 2001 年度に受けた海洋バイオシステム研究センターの外

部評価およびその対応を報告しました。2002 年版（2003 年発行）および 2003 年版（2004 年発行）

は、同様にセンターの日常的な活動、教官等の研究成果等を報告しました。その中にセンター運

営委員会（第３回）でご審議頂いた（１）法人化後の海洋バイオシステム研究センターの在り方

についての審議の結果、理学部との統合に向けて交渉を開始することが承認されたことを契機に、

理学部などとの活発な意見交換を行ってきました。 

本 2004 年版では、理学部との統合問題についてその詳細な経緯を報告することにしました。

2003 年度に始まった理学部への統合は、海洋バイオシステム研究センター運営委員会の運営委員

の先生方のご支持を得て、理学部小川学部長（当時）のご指導の上で、理学部に設置されました

海洋バイオシステム研究センターに関する理学部伊勢崎教授主査による理学部検討ＷＧ委員会の

ご意見、および理学部教授会のご意見、佐藤事務局長（当時）のご意見で法人化後のセンターの

在り方について多くの貴重なご意見をいただいた上で、理学部教授会で決定され、統合への第一

歩を踏み出しました。しかし．．．． 

研究センターは、どのような状況下であっても教員個人が優れた研究業績をあげること、大学

の他部局との共同研究などの密接な関係を築き学内の組織としてその存在意義を高める必要があ

ると考えます。この年報は、心してセンター教員が意識として業績を上げ、共同研究を意識した

研究活動を行っているという意思表示でもあります。今まで以上に研究業績をあげることに心が

けてゆきたいと考えています。 

センター長 山口寿之 
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佐藤事務局長の意見（平成 15 年 11 月 13 日） 
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小川理学部長、鈴木理学部事務長、および海洋バイオシステム研究センター・山口寿之センタ

ー長と事務担当の山下研究支援室長の総括（平成 16 年 2 月 6日） 

 

海洋バイオシステム研究センター 教職員名簿 歴史と現在 

 

教員会議 議題および議事録 

 

2004 年度 教育・研究活動のための小湊実験場 利用者 

小湊実験場利用・学生実習・実験および講義 

小湊実験場利用・その他 

2004 年度 教育・研究活動のための銚子実験場 利用者 

銚子実験場利用 

銚子実験場 利用者 

地域との交流 

 

利用申込書 

千葉大学海洋バイオシステム研究センター利用申込書 

 

研究成果報告 

現海洋バイオシステム研究分野 

宮崎 龍雄 教授 

平野 義明 助教授 

富樫 辰也 助手 

古海洋バイオシステム研究分野 

山口 寿之 教授 

服部 克巳 助教授 

亀尾 浩司 助手 

 

システム解析分野＜客員教授＞ 

吉村  仁 教授・静岡大学（2004 年 4 月から 2005 年 3 月まで） 
 
非常勤研究員 

斎藤 道子 非常勤研究員（2003 年 2 月から 2005 年 3 月まで） 

 

日本学術振興会 

芹澤 如比古 特別研究員（2002 年 4 月から 2005 年 3 月まで） 

 

協力研究員 

平野 弥生 研究員（2004 年 4 月から 2005 年 3 月まで） 

芹澤（松山）和世 研究員（2004 年 4 月から 2005 年 3 月まで） 
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理学部との統合に向けて 

運営委員会の意見（平成 15 年 11 月 13 日） 

2003 年版年報に報告しましたように、2003 年（平成 15 年）海洋バイオシステム研究センター

運営委員会（第３回）にて、学内共同利用研究センターとしての海洋バイオシステム研究センタ

ーは、法人化後の在り方について、ご審議頂き、理学部との統合に向けて交渉を開始することが

承認されました（平成 15 年 11 月 13 日運営委員会議事録より）。 

佐藤事務局長の意見（平成 15 年 11 月 13 日） 

その日のうちに、当時の研究支援室係長と共に、当時の佐藤事務局長を訪問し、議論の経過と

法人化を直面した大学を取り巻く状況と理学部統合についての意見交換を行いました。磯野学長

は外国出張中で帰国後に改めて報告することとし、センターの理学部への統合について佐藤事務

局長に学長のお考えはとお尋ねしたところ、学長も理学部への統合が望ましいと言われていると

説明を受けた。そして佐藤事務局長からセンターの性格について次のような指摘を受けた。 

「センターは、全学共同利用教育研究施設であるので、法人化に伴ってセンターの名称が変更

されても、また理学部附属になってもその機能が残っていれば問題ないと理解している。また附

属化の際にセンターに教員が理学部へ収容され、附属センターには教員がいなくても問題ないと

の認識を示された」（佐藤事務局長談）。 

理学部との統合に向けた話し合い 

運営委員会の決議および佐藤事務局長のの意見を参考に、理学部と統合についての話し合いに

入りました。理学部は統合のためのワーキンググループを設置し、伊勢崎地球科学教授を座長と

して、統合に向けての議論を開始し、以下のような改組案を作成した。 

理学部教授会の意見（平成 16 年 1 月 29 日） 

理学部教授会は、理学部は統合のためのワーキンググループの報告および理学部学科長会議の

意見を踏まえて、センターの理学部への統合を決議した（理学部第一教授会平成 16 年 1 月 29 日

決定）。 

 
海洋バイオシステム研究センターの理学部移行に関する検討結果報告 

平成１６年１月 
 

理学部・海洋バイオシステム研究センター検討ＷＧ 

この報告書は、WG から小川理学部長に提出された。 

ＷＧ委員 
主    査   伊勢崎修弘（評議員） 
センター委員   山口寿之センター長、宮崎龍雄教授（センター運営委員） 
生物学科委員   土谷岳会学科長、大橋一世教授 
地球科学科委員  伊藤谷生教授（センター運営委員） 
 
第１回 平成１５年１０月２０日（月） 
第２回 平成１５年１２月 ３日（水） 
第３回 平成１６年 １月１４日（水） 
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結論 

理学部・海洋バイオシステム研究センター検討 WG は、海洋バイオシステム研究センター（以

後センターと呼ぶ）の過去の経緯と現在の状況を踏まえ、更なるセンターの教育・研究活動を活

性化させるためには、現在の全学共同利用センター（学内教育研究施設）から、理学部附属のセ

ンターへ移行することが良いと判断した。 

 
１．経緯と現状 

１９８５年３月東京水産大学小湊実習場が千葉大学に移管、理学部附属海洋生物環境解析施設

となる。１９８５年４月学内措置により理学部附属海洋生物環境解析施設（銚子実験場および小

湊実験場）となる。１９８９年５月改組により理学部附属海洋生態系研究センターが発足したが、

このとき生物学科より助手１が振り替えられ、助教授、教授各１が純増となった。 
１９９９年の時限を迎えて当時の丸山学長から、センターの拡充改組のためには、一つ研究分

野（学部の講座に対応）を増やし、２研究分野体制を考え、新しい分野を地球科学系としたい意

向が示された。１９９９年４月理学部附属施設から改組により千葉大学学内教育研究施設に移管

され、現在の海洋バイオシステム研究センターとなる。このとき、地球科学科より、助教授、助

手各１名が振り替えられ、教授１が純増となった。２研究分野のセンターは学部附属であるより

も、大学附属が相応しいとされ、全学の教育研究センターとなった。 
２００４年の千葉大学独立法人化に際して、各部局が中期目標・計画を思考するなかで、セン

ターも新しい目標のもとでの改組が要求される状況が生まれた。このような状況下で、海洋バイ

オ研究センターは、海洋を場として、生物学と地球環境科学を結合するためには全学の英知を集

める必要があるという見地から、学内共同利用センターとして発足して以来、４年の成果を踏ま

えるなかで、センターの役割を拡大し、その研究成果を教育にも活かしつつ、海洋に関わる優秀

な学生を輩出することにも力を注ぐべきであると考えた。そのことは、法人化後の新生千葉大学

の発展にも寄与することとなろう。そこで、本センターを理学部に所属させ、研究と同時に学生

にも深く関わることができるよう改組を行うこととした。 
 
２．理学部附属としてのセンター 
１９９９年の改組では、１０年の時限付改組であった。２００４年現在はまだこの時限期間の中

にいることになる。理学部附属となることによって、センターの設立目的を大きく変更する必要

の無いこと等も考慮して、理学部附属のセンターにおいても、設立の趣旨・異的と名称はそのま

ま維持してゆくことが望まれる。 
 
２－１．理学部附属で期待される具体的効果 

○センターは学生定員を持たない研究組織である。しかし歴史的に理学部・自然科学研究科の

講義・実験を担当し、かつ卒業研究や修士・博士の教育を担当してきた。センターはそれらの学

生当積算校費の配分を受けないで６名の教官研究費だけで学生の研究指導および研究施設を維持

してきた。法人化に直面して、教育や学生の施設利用の支援を継続するのは大変難しい。また部

局が異なることで校費（特に水道光熱費など）の融通は困難であった。この問題の解決が期待さ

れる 
○理学部への合流によって、学生・院生の教育指導上不可欠な施設の積極的な利用が継続でき

る。センター教官の今まで以上に理学部での教育活動に専念できる。またセンターおよび理学部

教官の双方向の施設利用や共同利用や共同研究が活性化できる。またそのような活性化に伴って

施設の有効活用が期待され、施設の継続的な維持・運営に道が開かれる。その研究・教育活動は、

理学部だけに限定されず、学内、地域、国内、国際的な研究活動への発展が期待される。 
○センターの施設を有効利用するため、理学部および学内教官による共同利用プロジェクト計

画をもとに、センター内の研究室・実験室等期間限定で利用するようにする。このことにより、

更なる研究実績をあげることに努める。 
 
２－２．残された問題、銚子試験場 

銚子試験場の役割と重要性：寒流と暖流との潮目付近にあること、大規模な海岸崖地、砂浜、

汽水、淡水域など多様な環境に多種の生物が分布していることから、おもに生態学・系統学の実
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習や研究教育に利用されてきた。近年の遺伝子マーカーを用いた研究手法の発達に伴い、海洋生

物学の調査研究がさらに発展する可能性が高くなっている。また銚子実験場は、地質学、地球物

理学的な地球科学的な調査研究にも適した場所である。このような状況を考え、これからも教育・

研究拠点としての存続を希望する。 
一方で省令施設でなくなる来年度以降、借地・一部借家の銚子実験場の維持が大変難しくなる。

宮崎教授から銚子市と掛け合って無料（または現在の年間１００万円以下にする）ことの可能性

が伝えられている。施設維持の経費として光熱水道・電話料金の基本料の負担等、銚子実験場の

維持のためには、理学部教授会の深い理解と協力が必要である。 
 
３．資料 
３－１．現千葉大学海洋バイオシステム研究セシターの目的 

千葉大学海洋バイオシステム研究センターは、海洋生物およびそれを取り巻く地球環境（海洋

バイオシステムと呼ぶ）の基礎研究・教育を行うことを目的として設立された。海洋バイオシス

テムは地史．自然史・（地球及び生命の歴史）的変遷の上に成り立っていて、現在の海洋バイオシ

ステムは過去のそれの上に成り立っている。したがって海洋バイオシステムの地史的変遷を研究

することが重要となる。センターは生物群集及びその多様性の変化と環境の時間的変遷との関わ

りを中心に、現在及び過去の海洋バイオシステムを研究する。センターは、研究用禁漁区をもつ

わが国における唯一の研究施設であり、それを活用して人間活動による攪乱の無い環境で基礎研

究や教育を行う。 
 

３－２．現在の研究組織 
センターは現海洋バイオシステムを研究する分野（現海洋バイオシステム研究分野）と古海洋

バイオシステムを研究する分野（古海洋バイオシステム研究分野）に加えて、それらを理論的に

解析するシステム解析研究分野を設けた。 
 
３－３．実験場周辺の特徴 
実験場の沖合いは暖流と寒流が会合し、両海流に由来する多様な海洋生物が混在する。また房

総半島沖の太平洋には、日本海溝、伊豆・小笠原海溝、相模トラフが一点で会合する三重会合点

があり、プレート運動は、地殻変動や地震発生と密接な関係をもつ。この地域で連続的な地殻変

動の観測は、危惧される大規模な地震の予知上、重要である。また、過去の地殻変動に伴って、

広範囲に地層が露出していて、過去の海洋生物を研究するのに重要な化石を含む。つまり地史的・

自然史学的観点からめ海洋バイオシステムの変遵の解析に適した場所である。 
 
３－４．今までに行った行事 
１９９９年度 宮崎センター長 
２０００年度 宮崎センター長 
平成１２年度大学開放推進経費「大学等地域開放特別事業」 
１．実施年月日 平成１２年７月２９日、平成１２年８月８日、平成１２年９月１５日 
２．参加者天津小湊町および銚子市の小学生対象 
３．実施の内容「海洋のプランクトンの観察」、「むかしの海、いまの海－化石と今の生物からわ

かる海の語」、「時間のなかに暮らす海の生物」 
 
２００１年度山口センター長 
２０００年版年報発行（２００１．７） 
千葉大学才ーブンリサーチ（干葉大学けやき会館）（２００１．９） 
平成１３年度大学開放推進経費「大学等地域開放特別事業」 
１．実施年月日 平成１３年１０月５日 
２．参加者天津小湊町小学生対象 
３．実施の内容「あわびと真珠貝とウミウシ」 
１．実施年月日 平成１３年１２月１７日 
天津小湊町観光ボランティア研修 
１．実施年月日平成１４年２月７日 
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きた.〈I およびⅡ表参照)。 

 

３－６．学部・大学院学生教育指導（含む講義・実験等） 
以下省略 
 
３－７．センター運営費・研究費 
以下省略 
 

資  料  ８ 

16．1．29 第 1 教授会 

 

海洋バイオシステム研究センターに関する理学部検討 WG 報告（抜粋） 
 

１．経緯と現状 

1985 年 3月東京水産大学小湊実習場が千葉大学に移管、理学部附属海洋生物環境解析施設となる。 

1985 年 4 月学内措置により理学部附属海洋生物環境解析施設（銚子実験場および小湊実験場）と

なる。 

1989 年 5 月改組により理学部附属海洋生態系研究センターが発足。（生物学科より助手 1 の振り

替えにより、助手、助教授、教授の構成となった。） 

 

1999 年 4 月理学部附属施設から改組により千葉大学学内教育研究施設・海洋バイオシステム研究

センターとなる。地球科学科より、助教授、助手各 1 名が振り替えられ、助手、助教授、教授の

構成となった。2 研究分野のセンターは学部付属であるよりも、大学付属が相応しいとされ、全

学の教育研究センターとなった。 

 

 2004 年の千葉大学独立法人化に際して、各部局が中期目標・計画を思考するなかで、センター

も新しい目標のもとでの改組が要求される状況が生まれた。このような状況下で、海洋バイオシ

ステム研究センターは、海洋を場として、生物学と地球環境科学を結合するためには全学の英知

を集める必要があるという見地から、学内共同利用センターとして発足して以来、4 年の成果を

踏まえるなかで、センターの役割を拡大し、その研究成果を教育にも活かしつつ、海洋に関わる

優秀な学生を輩出することにも力を注ぐべきであると考えた。そのことは、法人化後の新生千葉

大学の発展にも寄与することとなろう。そこで、本センターを理学部に所属させ、研究と同時に

学生にも深く関わることができるよう改組を行うこととした。 

 

２．理学部付属センターに関する基本的な考え方 

２－１．海洋バイオシステム研究の社会的要請 

１．地球環境・海洋環境保全・生物多様性維持・地殻変動予測に対する学問的、地域社会の要請。 

２．全国唯－の実験禁漁区をもち、人的攪乱の少ない自然環境下での海洋バイオシステム研究・

教育が実践できることへの期待。 

３．懸念される地球温暖化現象に見られるように、地球環境や海洋生物群集の地史的な変遷研究

の必要性の増大。 

４．減災対策としての短期地震予知に資する基礎研究およびその技術開発の重要性。 

 

２－２．海洋バイオシステム研究センターの設置の目的 

 センターは、海洋バイオシステムの基礎研究・教育を行うことを目的としている。海洋バイオ

システムは、地球および生命の時間的変遷（歴史）の上に成り立っている。本センターでは、生

物群集とその多様性、そしてそれを取り巻く環境が地球史の中で時代とともにどのように変化し

てきたかを中心に、現在および過去の海洋バイオシステムを研究する。これらの研究・教育を通

じて、地球環境科学の重要な部分を担う海洋バイオシステム研究の新しい国際学術研究の拠点を

構築するとともに、海洋環境保全に関する基礎知識を提供して地域社会の発展に貢献するように

努める。とくに，現在および過去の海洋バイオシステムの研究を目的に掲げた唯一の研究施設で

あることを生かして、学内・全国の関係研究者に海洋バイオシステム研究・海洋環境保全の基礎
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研究に関連する研究の場と情報を提供し、わが国の海洋バイオシステム研究の進展に寄与するこ

とも目的としている。 

 

２－３．期待される効果 

 海洋バイオシステムを研究することは、地球環境の変化の一環としての海洋環境の変化に関す

る基礎情報を提供し、海洋の環境保全についての提言を可能にする。海洋の環境保全は、海洋国

日本として食につながる海の資源に頼ることの多い日本においては重要な課題である。理学部へ

の合流によって、学生・院生の教育指導上不可欠な施設の積極的な利用が継続できる。センター

教官の今まで以上に理学部での教育活動に専念できる。またセンターおよび理学部教官の双方向

の施設利用や共同利用や共同研究が活性化できる。またそのような活性化に伴って施設の有効活

用が期待され、施設の継続的な維持・運営に道が開かれる。その研究・教育活動は、理学部だけ

に限定されず、学内、地域、国内、国際的な研究活動への発展が期待される．センターの施設を

有効利用するため、理学部および学内教官による共同利用プロジェクト計画をもとに、センター

内の研究室・実験室等を期間限定で利用するようにする。このことにより、更なる研究実績をあ

げることに努める。 

 

 

佐藤事務局長の意見（平成 16 年 2 月 6 日） 

理学部教授会決定を受けて、当時の小川理学部長、鈴木理学部事務長、および海洋バイオシス

テム研究センターの事務担当の山下研究支援室長と 2 月 6 日（金）午前９時から佐藤事務局長と

面談し、海洋バイオシステム研究センターの理学部附属となることについての、理学部教授会決

定などを、説明した。佐藤事務局長からは、概ね了解を得られた。 

前回の面談の際の意見と同様に佐藤事務局長からは、「海洋バイオシステム研究センターの設立

趣旨である研究センターおよび学内共同というものが外から見えるもので有れば良い。理学部附

属海洋バイオシステム研究センターで良い。文科省からもその場合は予算的な裏付けがあるとい

う説明を受けている」との説明を受けた。 

 

そしてその直後、磯野学長（当時）の意見（平成 16 年 2 月 6 日） 

その直後、学長の予定が空いているとのことで、学長との面談が急遽行われた。学長の意見は、

佐藤事務局長から受けた「学長の意見」とは大きく異なっていた。「センターが理学部附属は理学

部附属となることは、時期尚早ではないか。学内の共同利用研究を発展させる改組案を作るべき

である。それは４月１日にこだわらない。」との意見を得た。 

 

再び佐藤事務局長の意見（平成 16 年 2 月 6 日） 

学長との面談の直後に佐藤事務局長に面会し、以上の経緯を説明した。佐藤局長は、学長から

指示とおりにやってきたのに「何故？」という感想を述べられた。 

 

小川理学部長、鈴木理学部事務長、および海洋バイオシステム研究センター・山口寿之センター

長と事務担当の山下研究支援室長の総括（平成 16 年 2 月 6 日） 

その後、学長に面談した一同は、学長の意見は最終的な決定と見ない、流動的に変更される可
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能性があると見ておこうということになった。事務当局間での調整がなされたが、４月法人化直

前に学長の意見は変わらないと言う言う段階で法人化を迎えた。 
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海洋バイオシステム研究センター 教職員名簿 歴史と現在 
 

センター長 
平成 11・12 年度 宮崎龍雄 
平成 13・14 年度 山口寿之 
平成 15・16 年度 山口寿之 
平成 17・18 年度 山口寿之 

 
発令の月日 現海洋バイオシステム研究分野 

 教授 助教授 助手 非常勤研究員 研究推進員 研究推進員

平成 11 年 4 月 1 日 宮崎龍雄 菊地慎一 平野義明 吉田 真 小川瑞穂 平野弥生 
平成 12 年 3 月 31 日  退 職  退 職 退 職 退 職 
平成 13 年 4 月 1 日 宮崎龍雄 平野義明     
平成 13 年 5 月 16 日    芹澤如比古   
平成 14 年 1 月 1 日   富樫辰也    
平成 14 年 4 月 1 日 宮崎龍雄 平野義明 富樫辰也 芹澤如比古   
平成 15 年 3 月 31 日    退 職   
平成 15 年 4 月 1 日 宮崎龍雄 平野義明 富樫辰也    
平成 17 年 3 月 31 日       
平成 17 年 4 月 1 日 宮崎龍雄 平野義明 富樫辰也    
 

発令の月日 古海洋バイオシステム研究分野  
 教授 助教授 助手 非常勤研究員 研究推進員  
平成 11 年 4 月 1 日 山口寿之 津久井雅史 亀尾浩司 伊藤泰弘 なし  
平成 12 年 1 月 31 日  理学部へ     
平成 13 年 1 月 1 日  服部克巳     
平成 13 年 3 月 31 日    退 職   
平成 13 年 4 月 1 日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 土屋正史 吉野千恵  
平成 14 年 4 月 1 日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 土屋正史 吉野千恵  
平成 15 年１月 31 日    退 職   
平成 15 年 2 月１日    斎藤道子   
平成 16 年 4 月 1 日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 斎藤道子 吉野千恵 大学法人化 
平成 17 年 3 月 31 日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 退 職 退 職  
平成 17 年 4 月 1 日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司    

 
 
 

発令の月日 システム解析分野 

平成 11 年 4月 1日 北里 洋 

平成 12 年 3月 31 日 離 任 

平成 12 年 4月 1日 石坂丞二 

平成 13 年 3月 31 日 離 任 

平成 13 年 4月 1日 池谷仙之 

平成 14 年 3月 31 日 離 任 

平成 14 年 4月 1日 吉村 仁 

平成 15 年 3月 31 日 離 任 

平成 15 年 4月 1日 早川正士 

平成 16 年 3月 31 日 離 任 

平成 16 年 4月 1日 吉村 仁 

平成 17 年 3月 31 日 離 任 

平成 17 年 4月 1日 近藤康生 

 
 
 
 
 

 
発令の月日 技官・小湊 技官・銚子 事務主任 

平成 11 年 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 松本芳久 

平成 12年 9月 30日   菰岡賢一 

平成 12年 3月 31日   離 任 

平成 13 年 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 鷹中登志子

平成 14 年 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 鷹中登志子

平成 15 年 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 鷹中登志子

平成 15 年 6月 1日 技術職員 技術職員 離 任 

平成 16 年 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹  
平成 17 年 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹  
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教員会議 議題および議事録 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事録（第１回） 
 
１．日  時： 平成１６年４月１６日（金） １０：３０～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長、宮崎教授、平野助教授、服部助教授、亀尾助手、富樫助手、新馬

場研究協力課長 
議事に先立ち、自己紹介がおこなわれた。 

４．議 題 等 
（１）規程の制定について                     （資料１） 

センター長より、４月１日付けでセンター規定等が制定される旨、説明があり審議の結果、承

認された。 
（２）その他 

・センター長より、労働安全衛生法施行令第６条に規定する作業に類似する作業を行っている

ため、４月１日付けで宮崎教授を作業主任者に選任したことが報告された。 
・センター長より、センターの防火管理者を宮崎教授が務めることとなったことが報告され、

講習会経費等をセンターで負担することが確認された。 
・センター長より、中期目標・中期計画について説明があり、学内共同教育研究機関として、

共同研究の推進をはかるため、服部助教授及び平野助教授が中心となって検討していくこ

ととなった。 
・センター長より、１５年度決算について報告があった。 
・センター長より、自家用電気のコンデンサーより油漏れがあり、修理する旨報告があった。

また、潜水用具等の盗難防止のため検討することとなった。 
・銚子実験場における電子メール等の環境を整備することが確認された。 
・センター長より、ギガネットへの接続を現在検討中であることが説明され、接続された場合

の方針等が確認された。 
・センター長より、年報に研究者要覧を掲載する旨提案があり、検討することとなった。 
・服部助教授より、海外出張の予定の報告があった。 
・センター長より、教員会議の開催日を毎月第３火曜日の１０時半からとする旨提案があり、

承認された。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事録（第２回） 
 

１．日  時： 平成１６年５月１８日（火） １０：３０～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長、平野助教授、服部助教授、亀尾助手、富樫助手、新馬場研究協力

課長 
欠 席 者： 宮崎教授 

４． 前回議事要旨：原案どおり承認された。 
５．議 題  

（１）学内共同研究について 
服部助教授より資料に基づき説明があり、審議の結果、さらに検討していくこととなった。 

（２）理学研究棟の利用について 
宮崎教授欠席のため、次回審議することとなった。 

（３）小湊研究室の利用について 
センター長より、協力研究員の研究スペースを確保したい旨、提案があり、審議の結果、現海

洋バイオシステム研究分野において調整することとなった。 
（４）その他 

・会議等に係る旅費（小湊―西千葉）をセンターで負担することが確認された。 
・小湊の不法駐車をなくすため、外から見える表示を作成する等、検討することとなった。 
・銚子実験場のボイスワープ機能使用に係る経費をセンターで負担することが認された。 

６．報告事項 
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（１）概算要求ヒアリングについて 
センター長より、ヒアリング内容等について報告があった。 

（２）その他 
・Ｗｅｂ購入システムの予算執行状況を事務が確認または閲覧できるように設定することとな

った。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第３回） 
 

１．日  時： 平成１６年６月２１日（月）１０：３０～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長、宮崎教授、平野助教授、服部助教授、亀尾助手 

欠 席 者： 富樫助手、新馬場研究協力課長 
オブザーバー：鈴木専門官 

４．前回議事 原案通り承認された。 
５．議  題 

（１）技術職員の小湊禁漁区監視スケジュールについて 
センター長より説明があり、審議の結果、隔週ごとの勤務となるように調整することとなった。 

（２）学内共同研究（改定案）について 
服部助教授より変更点等について説明があり、審議の結果、連絡協議会おいて審議されること

なった。 
（３）理学研究棟利用について 

センター長及び宮崎教授より、理学研究棟借用申請に係る経緯について説明があった。 
（４）非常勤研究員及び研究推進支援員の経費について 

センター長より説明があり、減額分については、センターで補填するのではなく、担当教官が

対応することとなった。 
（５）2003 年度決算について 

センター長より、資料に基づき説明があった。昨年度の過不足を本年度調整することとなった。 
（６）小湊研究室利用について 

松山協力研究員の机について、宮崎教授より、現状について説明があった。センター長から次

回までに現海洋分野で相談して欲しい旨要請があった。 
（７）環境 ISO について 

センター長より、本日１３時より環境リモートセンシング研究センターにおいて環境ＩＳＯ講

習会が開催される旨、説明があった。 
（８）図書 e-journal の負担金について 

センター長より、現状について説明があった。 
（９）小湊の環境整備について 

センター長より、センター内の厨房や風呂場等の整備をすることについて提案があり、審議の

結果、小額の場合には現地の判断で進められることとなった。 
（10）法人化後の施設利用料について 

センター長より説明があり、疑問点については事務方が確認することとなった。 
（11）Ｗｅｂ購入システム予算センターについて 

センター長及び事務より、現状について説明があった。 
（12）その他 

・学会において招待講演等を行った場合、教員会議において報告することとなった。 
・服部助教授より、環境リモートセンシング研究センターとの共同研究のテーマを募集してい

ることが説明された。 
銚子の普通紙ファック購入を認めることとした。 

６．報告事項 

（１）理学部後援会費について 
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センター長より後援会費が配分された旨、報告があった。 
（２）赤岩監事との懇談について 

センター長より、７月８日に行われる予定であることが報告された。 
（３）防火管理者資格講習会経費について 

宮崎教授より、５月２９日～３０日に開催された防火管理者資格講習会について、報告があっ

た。 
（４）その他 

・センター長より、平成１６年度科学研究費補助金採択状況について報告があった。 
・センター長より、６月２７日に函館市議会議員による施設管理等の調査が行われることが報

告された。センター長が対応することとなった。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第４回） 
 
１．日  時： 平成１６年７月２０日（火）１０時３０分～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長、宮崎教授、平野助教授、服部助教授、亀尾助手、富樫助手 

欠 席 者： 新馬場研究協力課長 
４．前回議事 原案通り承認された。 
５．議  題 

（１）平成１６年度予算配分（案）について            （資料１） 
センター長より資料に基づき説明があり、審議の結果、点検・検査料等の配分額、昨年度決算

額より修正された。 
（２）技術職員の禁漁区監視スケジュールについて 

センター長より現状の説明があり、次回以降に検討することとなった。 
（３）小湊研究室利用について 

宮崎教授より、現状の説明があった。 
（４）学内共同研究（改定案）について              （資料２） 

センター長及び服部助教授より、７月３０日の連絡協議会において審議する予定であることが

説明された。 
（５）来年度の概算要求内容について 

センター長より説明があり、センター発足後５年を経過し共同研究や学内共同利用をふまえて

見直しを行うこととなった。 
（６）その他  特になし 

６．報告事項 
（１）客員教授の辞令発令について 

センター長より辞令が発令された旨、報告があった。 
（２）赤岩監事との懇談について 

センター長より、７月８日に開催された懇談の内容について報告があった。 
（３）函館市議会議員による行政調査について 

センター長より、６月２７日に行われた調査内容等について報告があった。 
（４）教員の海外渡航について                    （資料３） 

センター長より資料に基づき報告があった。 
（５）その他 

亀尾助手より、環境ＩＳＯについて説明があった。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第５回） 
 
１．日  時： 平成１６年８月１７日（火）１０：３０～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長，宮崎教授，平野助教授，服部助教授，亀尾助手，富樫助手，新馬

場研究協力課長 
４．前回議事 原案通り承認された。 
５．議  題 
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（１）技術職員の禁漁区監視スケジュールについて 
山口センター長より資料に基づき説明があり，審議の結果，教員も可能な限り協力して監視を

行うこととなった。 
（２）小湊研究室利用について 

宮崎教授より，松山協力研究員の使用する研究室を用意したという説明があった。次いで，セ

ンター長より，９月２３日～２９日の地質学実験に係る研究室等の利用について説明があった。 
（３）予算（運営費）について 

センター長より，小湊及び銚子における物品の購入について及び予算センターについて説明が

あった。 
（４）来年度概算要求（案）の作成について 

センター長より説明があり，亀尾助手及び富樫助手を中心として，資料作成を開始することと

なった。 
（５）その他 

宮崎教授より，申し込みがあった共同研究２件（契約は 1 件に取りまとめて行う。）について説

明があった。 
６．報告事項 

（１）学内共同研究について（連絡協議会報告） 
センター長より，資料に基づき報告があった。 

（２）学内評価用部局資料について 
センター長より，進行状況等が報告された。 

（３）オープン・リサーチの申請について 
センター長より，オープン・リサーチパネル展示の申請をしたことが報告された。 

（４）教員の海外渡航について 
センター長及び服部助教授より，資料に基づき報告があった。 

（５）その他 
特になし 

 
海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第６回） 

 
１．日  時： 平成１６年１１月１６日（火）１０：３０～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長，宮崎教授，服部助教授，亀尾助手，富樫助手，新馬場研究協力課

長 
欠 席 者： 平野助教授 

４．前回議事 
５．議  題 

（１）技術職員の禁漁区監視スケジュールについて 
センター長より説明があった。 

（２）予算執行状況について 
センター長より，台風被害の修理費負担のため，現在の予算執行状況を連絡するよう要請があ

った。 
（３）来年度概算要求案作成状況について 

センター長より，亀尾助手及び富樫助手に作成依頼があった。 
（４）その他 

新馬場研究協力課長より，１１月９日に行われた施設部との打ち合わせ内容について，説明が

あった。 
６．報告事項 

（１）教員の海外渡航について                   （資料１） 
センター長より，資料に基づき報告があった。 

（２）学長選挙の日程について 
センター長より，各教員に周知された。 

（３）その他 
センター長より，服部助教授が環境リモートセンシング研究センター共同利用研究に申請し，

採択されたことが報告された。 
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次回は，１２月１４日（火）に開催することが確認された。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事録（第７回） 
 
１．日 時： 平成 16 年 12 月 1４日（火）  １１：００～ 
２．場 所： 知的財産本部会議室 
３．出席者： 山口センター長，宮崎教授，平野助教授，服部助教授，亀尾助手，,富樫助手，新馬場

研究協力課長 
４．前回議事： 原案通り承認された。 
５．議 題 

（１）理学部の「他学部等専任教員の理学部兼務に関する申し合わせ」について （資料１） 
センター長より資料に基づき説明があり，センターとして差し支えないため了承することとし

た。 
（２）予算執行状況について 

センター長より予算の執行状況について説明があり，早期に執行するように依頼があった。 
（３）来年度概算要求案作成進行状況について 

亀尾助手，富樫助手から「概算要求案」が提出され，センター長から補足説明があり，継続し

ていくことで了承された。 
（４）平成１７年度客員教授，非常勤研究員,研究推進員について 

非常勤研究員,研究推進員 
センター長から説明があり，平成１７年度は現海洋から選出する。 

客員教授 
センター長から古海洋で国立大学の教員の中からを選出することで了承された。 
またセンター長から上記の候補者について、次回教員会議までに分野で十分議論して、履歴

書などの書類を提出するように依頼した。 
（５）環境リモートセンシング研究センターとの共同研究について 

服部助教授から「共同研究計画推進のため案」が提出され説明があり，センター長から補足説

明があり意見交換が行なわれた。海洋バイオシステム研究センターとして環境リモートセンシ

ング研究センターの共同研究に参加する方向でセンター長が環境リモートセンシング言及セン

ターと折衝することで了承された。 
（６）その他 
なし 

６．報告事項 
（１）教員の海外渡航について                （資料２） 

センター長より資料に基づき説明があった。 
（２）平成１６年度千葉大学重点経費事業応募について 

センター長より企画総務部研究協力課から標記の件で通知があり，当センターとして申請した

ことの報告があった。 
（３）市町村合併に伴う住居標示変更について 

センター長より平成１７年２月１１日付けで天津小湊町が鴨川市と合併し，鴨川市に市町村名

が変更になることについて報告があった。 
（４）寄浦地区忘年会について 

センター長より忘年会が行われることについて報告された。 
（５）鯛サミットについて 

センター長より２月 11 以降も鯛サミットが継続されることの説明があった。 
宮崎教授から来年度も高校生を対象とした講座が開設されることについて説明があった。 

（６）科学研究費補助金実績報告書について 
センター長より周知するように説明があった。 

（７）環境 ISO 第二段審査について 
センター長より標記の件で 12 月 10 日（金）に環境 ISO 事務局から事前説明があったことの報

告があった。12 月 21 日（火）15 時 30 分から環境リモートセンシング研究センターで第二段

審査が行われることについて報告があった。 
（８）その他 

該当なし 
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   次回の教員会議は 1 月 18 日（火）10 時 30 分から行うことで了承された。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第８回） 
 
１．日  時： 平成１７年１月１８日（火）午前１０時３０分～ 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長、宮崎教授、平野助教授、服部助教授、亀尾助手、富樫助手、鈴木

専門官（新馬場課長代理） 
４．前回議事： 原案通り承認された。 
５．議  題： 

（１）センター長等候補者の推薦について                 （資料１） 
センター長より説明があり、審議の結果、センター長候補者を投票によって選出すること及び

投票方法を次のとおりとするこが確認された。 
１８日午後２時まで、センター長候補者の推薦を事務において受付ける。 
１８日午後３時、事務より選挙資格者あてにメールで候補者の公示をおこなう。 
１９日、投票をおこなう。 
２０日正午、午前中の郵便到着を確認のうえ、開票をおこなう。 
選挙資格者は教員会議構成員とする。 
白票を有効投票数に含め、過半数を得た者をセンター長候補者とする。 

（２）平成１７年度客員教授、非常勤研究員、研究支援推進員について     
現海洋及び古海洋分野より、それぞれの候補者について履歴書等の提出があり、審議の結果、

承認された。 
（３）平成１６年度学内評価の基礎評価（案）に対する意見について     （資料２） 

センター長より、資料に基づき説明があり、意見があればセンター長まで連絡するよう、要請

があった。 
（４）概算要求について 

亀尾助手より資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 
（５）その他 

特になし 
６．報告事項 

（１）環境リモートセンシング研究センターとの共同研究について 
センター長及び服部助教授より、報告があった。 

（２）教員の海外渡航について                      （資料３） 
センター長より、資料に基づき報告があった。 

（３）RA、ポスドク、研究員等の調査について 
センター長より、回答内容について報告があった。 

（４）台風による被害の手当について 
センター長より、報告があった。 

（５）環境 ISO 第２段階審査について 
センター長より、報告があった。 

（６）学術研究支援員の取扱（科研費等関係）について 
センター長より、報告があった。 

（７）教育におけるメディア活用と著作権の講習会について 
センター長より、報告があった。 

（８）その他 
鈴木専門官より、会計検査院実地検査が３月７日～３月１１日におこなわれることが報告され

た。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第９回） 
 
１．日  時： 平成１７年２月１５日（火）午前１０時３０分 
２．場  所： 知的財産本部会議室 
３．出 席 者： 山口センター長，宮崎教授，平野助教授，服部助教授，亀尾助手，富樫助手，新馬

場研究協力課長 
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４．前回議事： 原案通り承認された。 
５．議  題： 

（１）予算執行状況について 
センター長及び鈴木専門職員より，資料に基づき説明があり，現時点で執行を一時停止し，年

度末に向け調整することとなった。 
（２）古海洋分野研究室について 

センター長より，古海洋分野において理学部より借用している研究室が，教育研究を行ううえ

で手狭なため，新たに３スパン借用できるよう交渉を開始し，認められた場合，その経費をセ

ンター運営費で負担することについて説明があり，審議の結果，承認された。 
（３）その他 

平成１７年度研究支援推進員について 
センター長より，第８回教員会議において承認された伊藤悠氏に加え，古海洋分野より，吉

野千恵氏（現研究支援推進員）を第２候補者として申請したい旨の説明があり，審議の結

果，承認された。 
協力研究員の受け入れについて 

センター長より資料に基づき説明があり，審議の結果，承認された。 
２００４年版年報の作成について 

センター長より，説明があり，原稿の締め切りを３月２５日とすることが確認された。 
６．報告事項 

（１）平成１６年度学内評価の基礎評価（案）に対する意見について 
センター長より，回答内容について報告があった。 

（２）平成１７年度国立大学法人千葉大学計画（素案）について 
センター長より，回答内容について報告があった。 

（３）消防施設検査について 
センター長より，検査が終了したことが報告された。 

（４）特別昇給について 
センター長より説明があり，山口教授（第１９回国際動物学会における傑出したポスター発表

のための賞）を推薦することとなった。 
（５）その他 

鈴木専門職員より，３月７日～１１日は会計検査のため所在を明らかにしておくよう要請があ

った。 
新馬場研究協力課長より，学内の組織変更について，現状の説明があった。センターの意見と

しては，昨年度と同様であることが確認された。 
３月３日１０：３０～１１：３０頃の３０分間 財務課財務課長，弥富資産管理係長，石和主

任の３名が小湊実験場を視察したい旨の連絡がありました。 
 

海洋バイオシステム研究センター教員会議議事要録（第１０回） 
 

１．日  時： 平成１７年３月１５日（火）午前１０時３０分～ 

２．場  所： 知的財産本部会議室 

３．出 席 者： 山口センター長，宮崎教授，平野助教授，亀尾助手，富樫助手 

委 任 状： 服部助教授 

欠 席 者： 新馬場研究協力課長 

４．前回議事：原案通り承認された。 

５．議  題： 

（１）主要出版社電子ジャーナル経費の部局負担について         （資料１） 

センター長より資料に基づき説明があり，審議の結果，承認された。 

（２）予算執行状況について                      （資料２） 

センター長より資料に基づき説明があり，審議の結果，承認された。 

（３）共同研究の受付について 

センター長より説明があり，審議の結果，３月２２日到着分までを受け付けることとなった。

また，選考方法については，各分野ごとに順位をつけて選考を行い，最終的には４月の教員会

議において決定することが確認された。 

（４）平成１７年度教員会議開催予定について              （資料３） 
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センター長より資料に基づき説明があり，審議の結果，４月の開催日を８日（金） 

に変更し，それ以外については資料のとおり承認された。 

（５）その他 

特になし 

６．報告事項 

（１）古海洋分野研究室について 

センター長より，報告があった。 

（２）年報の締め切りについて 

  センター長より，締切日等について連絡があった。 

（３）鴨川市学園のまちづくり推進室の訪問について 

  センター長より，地域貢献等について報告があった。 

（４）有機溶媒等、特定化学物質等使用の注意について 

  センター長より，報告があった。 

（５）論文賞受賞について 

  センター長より，富樫助手が受賞することについて報告があった。 

（６）教員の海外渡航について                     （資料４） 

  センター長より，資料に基づき報告があった。 

（７）その他 

  ・センター長よりリポジトリについて報告があった。 

  ・センター長より，次年度客員教授について先方より承諾された旨，報告があった。 

  ・鈴木専門職員より，今年度の未払金について事務へ連絡するよう要請があった。 

 

次回の教員会議は４月 8 日（金）10 時 30 分から行うことで了承された。 
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２００４（平成 16）年度 教育・研究活動のための小湊実験場 利用者 

 
（学内）     
  氏  名    所  属   役 職 指導教官        研究テーマ・利用目的 

関根 智之 理・地球科学科   M-１ 小竹 信宏 三浦層群安野層の微化石を用いた地質時代

の解明 

村岡 典幸 同上  ４年生   館山市洲崎地域の地質調査 

藤岡 導明 同上  研究生 同上 房総半島の露出する地層の観察と理解 

村上 瑞希 同上  ４年生 同上 房総半島中部中新統木の根層と神川層につ

いて 

新藤 亮太 院・自然科学研究科   M-1 同上 房総半島南西部の地質 

小林 一茂 同上   M-２ 同上 三浦層群天津層から産出する炭酸塩コンクリ

ーションの成因に関する研究 

平井 恒輔 同上   M-1 金川 久一 清澄周辺の地質調査 

石川 和明 同上  同 上 伊藤 慎 上総層群の推積学的研究 

久保 雄大 理・地球科学科  ４年生 同上 同上 

仲岡 雅裕 院・自然科学研究科  助教授   海洋ベントスの群集生態学 

高畑 光幸 同上 技術補佐員 仲岡 雅裕 同上 
相澤 章仁 同上   M-1 同上 同上 
荻野 友聡 北海道大学水産科  同 上 同上 同上 
小窪 洋平 北海道大学水産科  ４年生 同上 同上 
恵良 拓哉 理・生物学科  ３年生 土谷 岳令 大学祭における理学部水族館のための最終

活動 

浅野 充仁 同上 同上 同上 同上 
二村 友彬 同上 同上 同上 同上 
須郷 泰治 同上 同上 同上 同上 
本間 耕介 同上 同上 同上 同上 
森田 仁 同上 同上 同上 同上 
有本 翔 同上 同上 同上 同上 
宮内 崇裕 理・地球科学科  助教授   大正型地震の発生時期・発生間隔の復元 

宇野 知樹 院・自然科学研究科   M-1 宮内 崇裕 同上 

渡辺 智弘 同上   D-3 宮崎 龍雄 植物性後鰓類の採餌生態 

奴賀 俊光 同上  研究生  同 上 九十九里浜におけるシギ・チドリ類の生態学

的研究 

須藤 耕佑 同上   M-2 平野 義明 軟体動物後鰓類の寄生虫に関する研究 

島津 陽一 同上  同 上  同 上 ミドリアマモウミウシの餌選択と生活史 

前田 太郎 理・生物学科  ４年生  同 上 高潮帯タイドプールに出現す嚢舌類の生態 

依藤 実樹子 同上  同 上  同 上 ムカデミノウミウシの褐虫藻共生と餌利用変

化 

     

（学外）     

 氏 名    所   属  役 職 指導教官      研究テーマ・利用目的 

斎藤 章裕   東邦大学  ４年生 風呂田利夫 イワガ二の生活史 

益子 直樹    同 上  同 上  同 上 同上 

西元 重雄    同 上  同 上  同 上 同上 
永井 円    同 上  同 上  同 上 同上 
梶野 正広    同 上  ３年生  同 上 同上 
高尾 優    同 上  ４年生  同 上 同上 
内野 透    同 上   M-2  同 上 同上 
浜田 毅   茨城大学   M-2 岡田 誠 地質調査 

岡村 雅大    同 上   同 上  同 上 同上 
北川 加奈子    同 上   ４年生  同 上 同上 
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中山 陽平    同 上   同 上  同 上 同上 
永塚 歩    同 上   ３年生  同 上 同上 
永田 潤    同 上   同 上  同 上 同上 
横山 和史 東京大学大学院   M-2 棚部 一成 腹足類原殻形成機構・過程の解明と比較 

土田 浩平    同 上   D-3 西田 睦 寄生性甲殻類と宿主十脚類との生物間相互

作用に関する分子生物学的研究 

山本 正之 海洋生物環境研究

所 

主任研究員   採苗実験用アラメ・カジメ母藻採集 

岡本 信 同上  研究員   同上 
長谷川 一幸 同上  同 上   同上 
伊藤 悠   静岡大学   D-3 吉村 仁 異形配偶子の進化 

北村 孔志 同上   D-1  同 上 同上 

村田 明久  海の博物館  研究員   日本及び香港におけるクロフジツボ群集構造

の比較 

Beny K.K. 
Chan 

 香港大学  助手   日本及び香港におけるクロフジツボ群集構造

の比較 

 
２００４（平成 16）年度 学生実習・実験および講義   

      

大学名 学  科 科   目 教   官 学生数 期 間 

千葉大学 理・生物学科 植物学臨海実習 宮崎 龍雄他２名   ３名 ４月 ７日～１０日

千葉大学 自然科学研究科 古生物学セミナー 山口 寿之  １２名 ５月２４日～２５日

千葉大学 理・生物学科 動物学臨海実習 平野 義明  １８名 ６月 ２日～ ６日

東邦大学  理学部 臨海実習 風呂田 利夫   ４名 ６月１４日～１８日

千葉大学 理・地球科学科 古生物学実験 山口 寿之  ２１名 ７月１６日～１７日

東邦大学  理学部 生物分子科学野外実習 岡田 光正  ２０名 ８月 ２日～ ５日

東邦大学  理学部 生物分子科学野外実習 岡田 光正  ２１名 ８月２８日～３１日

千葉大学   普遍教育実習 宮崎 龍雄他２名  １４名 ８月１１日～１３日

京都大学  理学部 地質調査野外実習 前田 晴良  １６名 ９月 ３日～ ４日

千葉大学 理・地球科学科 地質学実験ⅡおよびⅣ 伊藤 谷生他４名  ２１名 ９月２３日～２９日

千葉大学 理・生物学科 水界生態学実習 宮崎 龍雄他１名   ８名 １１月６日～ ９日
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２００４（平成 16）年度 教育・研究活動のための銚子実験場 利用者 
 
氏名 所属 役職 研究テーマ 

小出 雅文 京都大学理学研究科地球惑星科学 博士３年 屏風ヶ浦及び周辺地質調査 

中川 良平 同上 博士２年 同上 

山口 直文 同上 博士１年 同上 

沼波 信 同上 博士１年 同上 

濱田 典子 同上 博士１年 同上 

藤野 滋弘 同上 博士１年 同上 

松本 弾 同上 博士１年 同上 

西村 智弘 同上 博士１年 同上 

大路樹生 東京大学大学院理学系研究科 助教授 
地球惑星科学専攻大学院授業「野外調査実

習」を銚子半島部で行うため 

能美仁博 同上 修士１年 同上 
達見圭介 同上 修士１年 同上 
北沢公太 同上 修士１年 同上 
伊庭靖弘 同上 修士１年 同上 
横山和史 同上 修士１年 同上 
堀川博紀 同上 修士１年 同上 
柵山徹也 同上 修士１年 同上 
島津宏彰 同上 修士１年 同上 
北里 宏平 同上 修士１年 同上 
吉田麻子 同上 修士１年 同上 
桑谷立 同上 修士１年 同上 
藤原慎一 同上 修士１年 同上 
浦越拓野 同上 修士１年 同上 
梶野尚之 同上 修士１年 同上 
尾西 恭亮 同上 博士２年 同上 
吉崎 誠 東邦大学理学研究科生物学 教授 銚子海域藻類調査 

鈴木 雅大 同上 博士 1 年 銚子海域藻類調査 

寺尾 順平 同上 学生 銚子海域藻類調査 

横澤 敏和 同上 修士２年 銚子海域藻類調査 

岩立 智栄子 同上 学生 銚子海域藻類調査 

永淵 修 
千葉科学大学危機管理学部環境安

全システム学科 
教授 

銚子市および周辺地域の上水道水源水質

向上の研究 

横田久里子 同上 助手 同上 
小林靖幸 同上 学生 同上 
永井雅之 同上 学生 同上 
鶴岡 邦雄 千葉県生物学会 一般 銚子の海藻について 

藤田 隆夫 同上 一般 同上 
吉崎 誠 同上 一般 同上 
横澤 敏和 同上 一般 同上 
寺尾 順平 同上 一般 同上 
秋山 芳男 同上 一般 同上 
長堀 幸朗 同上 一般 同上 
福田 洋 同上 一般 同上 
大藪 健 同上 一般 同上 
高橋 勇夫 同上 一般 同上 
山根 三智子 同上 一般 同上 
岩立 智栄子 同上 一般 同上 
鈴木 雅大 同上 一般 同上 
小高 利彦 同上 一般 同上 
鶴岡 繁 同上 一般 同上 
吉野 英雄 同上 一般 同上 

宮崎 龍雄 
千葉大学海洋バイオシステム研究

センター 
教授 銚子地域水質定性調査 

奴賀 俊光 同上 研究生 銚子地域鳥類生態調査 
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松山 和世 同上 協力研究

員 

銚子沿岸の海藻類における生理生態学的

研究 

平野 弥生 同上 協力研究

員 
ミドリアマモウミウシの餌選択と生活史 

島津 陽一 同上 院生 ミドリアマモウミウシの餌選択と生活史 

前田 太郎 同上 学部 
高潮線タイドプールに出現する嚢舌類の

塩分耐性 

芹沢 如比古 日本学術振興会 
特別研究

員 

銚子沿岸の海藻類における生理生態学的

研究 

仲岡 雅裕 千葉大学理学部 助教授 水界生態学実習 

池田 良太 同上 ２年生 同上 
石原 綾 同上 ２年生 同上 
井出 陽祐 同上 ２年生 同上 
江夏 知美 同上 ２年生 同上 
椛田 駿太郎 同上 ２年生 同上 
坂本 直康 同上 ２年生 同上 
越牟田 邦生 同上 ２年生 同上 
白石 拓也 同上 ２年生 同上 
田村 茉梨子 同上 ２年生 同上 
土屋 如依 同上 ２年生 同上 
日浦 要 同上 ２年生 同上 
本田 啓 同上 ２年生 同上 
増田 直樹 同上 ２年生 同上 
宮城島 章 同上 ２年生 同上 
渡辺 優美 同上 ２年生 同上 
田辺 塁 同上 ３年生 同上 
山田 勝雅 千葉大学理学部自然科学研究科 博士１年 同上 
石川 義章 同上 院生 同上 

 

銚子実験場利用者数 

2004 年度月別利用者延べ人数          

  

4

月 

5

月 

6

月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

 研 究 2 3 6 16 29 6 19 4 24 5 6   

実習・実験 48         91             

 その他               34 8   3   

 合 計 50 3 6 16 29 97 19 38 32 5 9   

             

2 月分までのそれぞれの延べ人数         

研究 120            

実習・実験 139            

その他 45            

総合計 304            

 
 
地域との交流（瀧口技術職員担当） 
 
１ ６月２日（月）１０時～１１時３０分 
  【磯にすむ生き物の観察】 
    天津小湊町立小湊小学校 １年生 ８名 
                ２年生 １２名 
                ５年生 ２０名 
 
２ ６月６日（金）１３時３０分～１５時 
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  【海洋生物について】 
    鴨川市立太海小学校 ５名 
 
３ ７月４日（金）９時３０分～１１時 
  【海の生き物について】 
    天津小湊町立天津小学校 １年生 ３１名 
                保護者 ３１名 
 
４ １１月２８日（金）１２時～１３時３０分 
  【海に住む生物について】 
    鴨川市立太海小学校 ４年生 ５名 
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（別記１号様式） 
平成  年  月  日 

 
千葉大学海洋バイオシステム研究センター利用申込書 

 
  

利用実験場 
千葉大学海洋バイオシステム研究センター長 殿 （○印） 小湊 銚子 
 

到着時刻 
チェックイン AM. PM  時頃  

 
不要部分を消しても良いです。 

学外・学内（初めての利用）方は午後５時前にチェックインして下さい。 
この書類を添付ファイルで、kml2201@office.chiba-u.jp に送って下さい。 

 
官職または

学年等  氏名  

所属機関名  
利

用

責

任

者 所属機関 
住所  

Tel: 
 
Fax: 
 
E-mail: 
 
学生、院生の場合：申し込みは email 添付で。 
指導教官氏名         印 
印をついて、持参して下さい。 

利用目的 
（○印） 

研究調査・セミナー 
実習・見学・その他 

利用 
(研究) 
課題 

 

平成  年  月  日（ 曜日）～平成  年  月  日（ 曜日）計 泊 日 
利用期間 

次の場合は、ここに○印をつけて下さい（  ）宿泊はせず、日帰りします 
利用人員 合計   名 （男  名／女  名） 
利用者名簿 （所属機関等は、それぞれの人について記入してください） 

氏名 所属機関等 官職（学年） 宿泊日数 性別 

     

     

     

     

     

     
枠の数が少ない場合は、適宜複写と貼り付けを行って大きくして下さい。 
記入上の注意：「利用課題」はセンター年報に記載しますので、研究調査の場合は研究課題を20字程度で書いて

下さい。所属機関の欄は、学部、学科、研究科名などまで記入して下さい。 
「利用者名簿」の欄が不足する場合は、本紙をコピーして足して下さい。 
 利用希望の施設、設備等の希望があれば下記に記入してください。（実験室、顕微鏡、船舶など） 
 学生、院生は、E-mail による添付ファイルにより利用申込（印は不要）を行い、指導教官の氏名（Tel, Fax, E-mail 
欄に）を記入し、印を押したものを、来所の際に持参してください。 
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研究成果 
 

現海洋バイオシステム研究分野 
 
（１）宮崎 龍雄（みやざき たつお） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・教授 
 
（３）研究活動の内容 
 

(1) プランクトン相互作用の研究 
  資源をめぐる植物プランクトン性藻類間の競争の研究をおこなった。理論面では、植物プラ

ンクトンが一様な水環境中で多種存在するという「プランクトンのパラドックス」に対する検

討を行った。現在まで構築してきた競争に対する考え方(水環境が微生物にとって、必ずしも一

様な場ではないという考え方)をもとに研究を進めた。具体的には、このような場をあらわすの

に適した格子モデルを用いた。この研究過程で、富栄養化のパラドックス」に対する新たな見

解を構築することが可能となった。また、水域の水の交換率が植物プランクトンの競争に影響

をおよぼし優占種が交換率により変化するという理論的予想を既に論文発表しているが、実験

的にもそれを実証できた。この研究については、論文発表ができた。 
 
(2) 灌漑用水系のプランクトンの研究 
  農業灌漑用水に発生する植物プランクトンは、灌漑用水の質を劣化させる。そのため、植物

プランクトン発生状況・機構を把握する必要がある。本年度も、昨年に引き続き、水の流れ、

水の滞留と植物プランクトン発生について研究した。また、灌漑用水中の微生物の生育・検出

についての調査を行い、灌漑用水中の微生物の基準について検討をした。 
以上の研究の他、海藻などの進化生態学的研究もおこなった(富樫との共同研究)。 

 
（４）研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読あり） 
 

Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. 2004.  Reproductive Strategies of 
Marine Green Algae: the Evolution of Slight Anisogamy and the Environmental Conditions of Habitats. 
In Pahl, C., Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) Proceedings of iEMSs 2004 International Congress: 
"Complexity and Integrated Resources Management". International Environmental Modelling and 
Software Societey, Osnabrueck, Germany, June 2004. 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura. 2004.  The Coexistence 
of Plankton Species with Various Nutrient Conditions: A Lattice Simulation Model.  In Pahl, C., Schmidt, 
S. and Jakeman, T. (eds) Proceedings of iEMSs 2004 International Congress: "Complexity and Integrated 
Resources Management". International Environmental Modelling and Software Societey, Osnabrueck, 
Germany, June 2004. 
Takeya, K., A. Kuwata, M. Yoshida and T. Miyazaki. 2004. Effect of dilution rate on competitive 

interactions between the cyanobacterium Microcystis novacekii and the green alga Scenedesmus 
quadricauda in mixed chemostat cultures.  Journal of Plankton Research 26: 29-35. 

Yoshimura, J., K. Tainaka, T. Suzuki, Y. Sakisaka, N. Nakagiri, T. Togashi and T. Miyazaki.  A role of a 
low-density species on the community outcomes in a model ecosystem.  Evolutionary Ecology 
Research (Accepted) 

Togashi T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox Gamete behaviors and the 
evolution of “marked anisogamy”: reproductive strategies and sexual dimorphism in Bryopsidales 
marine green algae.  Evolutionary Ecology Research (Accepted) 

Nuka, T., C.P. Norman, Y. Morikawa and T. Miyazaki.  Frequency of nest visitation by the Blue Rock 
Thrush Moniticola solitarius measured using an infrared monitoring system.  Ornithological Science. 

 
(2)報告書 
宮崎龍雄  かんがい用水中の微生物の検討 p.33-51．霞ヶ浦(二期)農業水利事業霞ヶ浦用水地区

畑地かんがい調査研究委託業務報告書(平成 15 年度) 
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(3)書籍  
 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
奴賀俊光、C.P. Norman、森川由隆、宮崎龍雄 (2004）イソヒヨドリの繁殖生態観察における赤

外線行動モニタリングシステムの有効性。  日本鳥学会 2004 年度大会、奈良女子大学

（2004.9.17-9.20） 
 
(4-2)国際学会発表 
Togashi, T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt.  Gamete behavior and 

the evolution of anisogamy: reproductive strategies of marine green algae.  International Symposium 
on Dynamical Syetems Theory and Its Applications to Biology and Environmental Sciences, March 
14-17, 2004. Hamamatsu, Japan 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto. K. Tainaka and J. Yoshimura.  The paradox of 
enrichment in planktonic communities: a lattice model.  International Symposium on Dynamical 
Syetems Theory and Its Applications to Biology and Environmental Sciences, March 14-17, 2004. 
Hamamatsu, Japan 
Kumazawa, F., T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura.  Population dynamics features of Batesian 

mimicry International Symposium on Dynamical Syetems Theory and Its Applications to Biology and 
Environmental Sciences, March 14-17, 2004. Hamamatsu, Japan 

Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. 2004.  Reproductive Strategies of 
Marine Green Algae: the Evolution of Slight Anisogamy and the Environmental Conditions of 
Habitats. The International Environmental Modelling and Software Society Conference: "Complexity 
and Integrated Resources Management". International Environmental Modelling and Software 
Societey, Osnabrueck, Germany, June 2004 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura. 2004.  The 
Coexistence of Plankton Species with Various Nutrient Conditions: A Lattice Simulation Model.  The 
International Environmental Modelling and Software Society Conference: "Complexity and Integrated 
Resources Management". International Environmental Modelling and Software Societey, Osnabrueck, 
Germany, June 2004. 

 
（５）外部資金  
科学研究費基盤研究(C) 

 
（６）教育 
講義・実験 
(普遍教育)生物科学実験 6; (理学部) 水界生態学、水界生態学実験、水界生態学特論、植物学臨

海実験; (自然科学研究科博士前期課程) 水界生態学特論; (自然科学研究科博士後期課程) 水圏

生態学 
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（１）平野 義明（ひらの よしあき） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・助教授 
 
（３）研究活動の内容 
海産軟体動物を中心とした生物多様性科学の研究を行っている。 
(1)緑藻類を利用する嚢舌類の種多様性に関する生態学的研究を行った。とくに，ミル目および

ハネモ目を利用する種について餌選択性と生活史を比較した。 
(2)後鰓類の寄生虫に関する研究を行った。 
(3)後鰓類の生理生態学的研究を行った。 
(4)付着動物と関係をもつ裸鰓類の資源利用に関する研究を行った。 
(5)沖縄、房総および相模湾における後鰓類の多様性に関する研究を行った。 
 

 
（４） 研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読あり） 
 なし 

 
(1b)原著論文（査読なし） 
なし 

 
(2)報告書 
平野義明（2004）相模灘の後鰓類相についての研究．独立行政法人国立科学博物館平成 15 年度

調査研究報告書「相模灘およびその沿岸地域の動植物相の経時的変化に基づく環境変遷の解明

の調査研究」p. 49 
 

(3)書籍 
なし 

 
(4)学会発表 
(4-1) 国内学会発表  
  なし 
(4-2) 国際学会発表 

  なし 
 
（５） 外部資金 
 日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（C）（２）），平成 15-18 年度 
独立行政法人国立科学博物館外部委員「相模灘生物調査」，平成 16 年度 

 
（６）教育 
講義・実験 
2004 年度（理）「海洋生物学」「動物学臨海実験」「水界生態学特論」「多様性生物学特論」 
（自）「生物学総合講義」 

 
 学生指導  
 平成 16 年度（2005 年 3 月）修了・卒業 
島津陽一（自然科学研究科，生命・地球科学専攻，博士課程前期）ミドリアマモウミウシ（後

鰓上目・嚢舌目）の餌選択と生活史 
須藤耕佑（自然科学研究科，生命・地球科学専攻，博士課程前期）軟体動物後鰓類の寄生虫に

関する研究 
前田太郎（理学部生物学科）高潮帯タイドプールに出現する嚢舌類の塩分耐性 
依藤実樹子（理学部生物学科）ムカデミノウミウシの褐虫藻共生と餌変化 
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（７）学内外委員、学会などの活動 
日本貝類学会編集委員（平成 9 年度-） 
日本動物分類学会幹事（平成 13 年度-） 
日本分類学連合監査（平成 13 年度-） 
千葉県の自然史執筆委員（千葉県委嘱）（平成 13-17 年度） 
独立行政法人国立科学博物館外部委員「相模灘生物調査」（平成 13 年度-） 
国際湿地保全連合日本委員会研究協力者（平成 14 年度-） 
出版監修 IOP DIVING NEWS「ウミウシウオッチング」 

 
（８）その他 
国際共同研究 
アメリカ合衆国オレゴン州立大学の C.D.Trowbridge 博士と共同研究を実施。 
テーマ「日本産嚢舌類の多様性に関する総合的研究」 
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（１）富樫 辰也（とがし たつや） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・助手 
 
（３）研究活動の内容 
海産緑色藻類において、有性生殖時に生産される雌雄の配偶子が海中で示す行動の適応的意義

とその性的２型の進化が生息環境とどのように関連しながら起こってきたかについて、核酸塩

基配列の解析ならびにスーパーコンピュータを用いた数理模型を構築することによって研究し

ている。この研究によって、海洋生態系における種多様性の維持機構ならびに環境変動に対す

る個体群の応答様式を明らかにしている。 
 
（４）研究業績の記録 

(1a) 原著論文（査読あり） 
Togashi, T. and P.A. Cox. 2004. Phototaxix and the evolution of isogamy and “slight anisogamy” in 
marine green algae: insights from laboratory observations and numerical experiments. Botanical Journal 
of the Linnean Society 144: 321-327. (2004.3) 
Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. 2004. Reproductive Strategies of 
Marine Green Algae: the Evolution of Slight Anisogamy and the Environmental Conditions of Habitats. 
In Pahl, C., Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) iEMSs 2004 International Congress: "Complexity and 
Integrated Resources Management". International Environmental Modelling and Software Societey, 
Osnabrueck, Germany, June 2004. (2004. 6) 
Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura. 2004. The Coexistence 

of Plankton Species with Various Nutrient Conditions: A Lattice Simulation Model. In Pahl, C., 
Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) iEMSs 2004 International Congress: "Complexity and Integrated 
Resources Management". International Environmental Modelling and Software Societey, Osnabrueck, 
Germany, June 2004. (2004. 6) 

Togashi, T., J.L. Bartelt and P.A. Cox. 2004. Simulation of gamete behaviors and the evolution of 
anisogamy: reproductive strategies of marine green algae. Ecological Research 19: 563-569. (2004. 9) 
Yoshimura, J., K. Tainaka, T. Suzuki, Y. Sakisaka, N. Nakagiri, T. Togashi and T. Miyazaki. A role of a 

low-density species on the community outcomes in a model ecosystem. Evolutionary Ecology 
Research (Accepted) (2005. 3) 

Togashi T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. Gamete behaviors and the 
evolution of “marked anisogamy”: reproductive strategies and sexual dimorphism in Bryopsidales 
marine green algae. Evolutionary Ecology Research (Accepted) (2005. 3) 

 
(1b) 原著論文（査読なし） 
なし 
 
(2) 報告書 
なし 
 
(3) 書籍 
なし 
 

(4) 学会発表 
国際学会発表 
Togashi, T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt. Gamete behavior and the 
evolution of anisogamy: reproductive strategies of marine green algae. International Symposium on 
Dynamical Syetems Theory and Its Applications to Biology and Environmental Sciences, March 14-17, 
2004. Hamamatsu, Japan 
Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto. K. Tainaka and J. Yoshimura. The paradox of 

enrichment in planktonic communities: a lattice model. International Symposium on Dynamical 
Syetems Theory and Its Applications to Biology and Environmental Sciences, March 14-17, 2004. 
Hamamatsu, Japan 

Kumazawa, F., T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura. Population dynamics features of Batesian 
mimicry. International Symposium on Dynamical Syetems Theory and Its Applications to Biology and 
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Environmental Sciences, March 14-17, 2004. Hamamatsu, Japan 
Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. Reproductive Strategies of Marine 
Green Algae: the Evolution of Slight Anisogamy and the Environmental Conditions of Habitats. iEMSs 
2004 International Congress: "Complexity and Integrated Resources Management". International 
Environmental Modelling and Software Societey, June 14-17, 2004. Osnabrueck, Germany 
Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura. The Coexistence of 

Plankton Species with Various Nutrient Conditions: A Lattice Simulation Model. iEMSs 2004 
International Congress: "Complexity and Integrated Resources Management". International 
Environmental Modelling and Software Societey, June 14-17, 2004. Osnabrueck, Germany 

 
(5) 外部資金 
富樫辰也（研究代表者）科学研究費補助金（若手研究 B） 
 
(6) 教育 
2004 年度 （普遍）生物学基礎実験６、（理）植物学臨海実験、水界生態学実験 
 
(7) その他 
Ecological Research Award 2005 受賞 
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古海洋バイオシステム研究分野 
 
（１）山口 寿之（やまぐち としゆき） 
 
（２）古海洋バイオシステム研究分野・教授 
 
（３）研究活動の内容 

(1)中生代から新生代の化石フジツボ類に基づく形態学、古生態学、古生物地理学、進化古生物

学の研究 
(2)深海熱水噴出孔に発見される中生代、新生代初期の形態を保ったままの「生きた化石」と呼

ばれる現存する最も原始的なフジツボ類の研究 
(3)フジツボ類の分子系統学を利用して、DNA の塩基配列を用いた系統解析の研究 

 
（４）研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読有り） 
岩崎敬二、木村妙子、木下今日子、山口寿之、西川輝昭、西栄二郎、山西良平、林育夫、大越

健嗣、小菅丈治、鈴木孝男、逸見泰久、風呂田利夫、向井宏（2004）日本における海産生物

の人為的移入と分散：日本ベントス学会自然保全委員会によるアンケート調査の結果から．

日本ベントス学会誌、59： 22-44. 
Rowshan Ara Begum, T. Yamaguchi, and S. Watabe (2004) Molecular phylogeny of thoracican barnacles 

based on the mitochondrial 12S and 16S rRNA genes.  Sessile Organisms, 21 (2): 47-54. (8/23/2004) 
Romanus Edy Prabowo and T. Yamaguchi (2004) A new mangrove barnacle of the Balanus amphitrite 

complex from Sumbawa Island, Indonesia.  Journal of Marine Biological Association of U.K., 85:1-8. 
（印刷中） 

Rowshan Ara Begum, K. Tsuchida, T. Yamaguchi, M. Nishida and S. Watabe (2004 accepted) Complete 
mitochondrial genome of the sessile barnacle Tetraclita japonica.  Special MBC 2003 Proceedings 
Issue of Marine Techonology, （印刷中） 

 
(1b)原著論文（査読なし） 
なし 
 
(2)報告書 
Yamaguchi, T. (2004) YK04-09 South Western Edge Pacific hydrothermal vents (SWEEP VENTS) 

Expedition Cruise Report (LEG#1). 
Yamaguchi, T. (2004) YK04-09 Leg2 Dive #851-854, Brothers Smt., Kergadeck Arc. 
山口寿之 (2005) 人間活動や知識への動物科学の貢献 －北京で開催された第 19 回国際動物学

会報告－。学術の動向、日本学術会議、10 巻 3 号、90-91 頁.（2005,3,1） 
 

(3)書籍 
山口寿之（2004）種分化、In 古生物の科学、pp.42-60、朝倉書店、東京．（8/25/2004） 

 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
久恒義之・山口寿之：日本産Chthamalus属の再検討（フジツボ類イワフジツボ属）、日本付着生

物学会・研究集会（東京大学農学部）、H16,4,7 
Romanus Edy Probowo・山口寿之（千葉大）：A new mangrove species of the Balanus amphitrite 

complex from Sumbawa Island, Indonesia（フジツボ類タテジマフジツボ種群）、日本付着生物学

会研究集会（東京大学農学部）、H16,4,7 
山口寿之、郷戸祐子・上岡雅史・寒河江美里：深海熱水性・冷湧水性ミョウガガイ類の系統関

係 －初島沖、明神海丘、沖縄トラフ、マヌス海盆、エジソン海山、スンダ海溝、インド洋標

本の研究から－ 日本動物分類学会（千葉県立中央博物館 5/22-23） 
山口寿之：（招待講演）ミトコンドリアゲノムから見たフジツボ類の分類と多様性、第 7 回マリ

ンバイオテクノロジー学会（北海道大学 6/17）大会身近な厄介ものフジツボ‐その不思議な能
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力と付着防除への道を探る。企画責任者： 岡野桂樹（秋田県大・生物資源科学） 
山口寿之（千葉大学）：（招待講演）フジツボの分類と進化（貝とどこが違うのか、その個性と

歴史）。２００４年度 日本付着生物学会シンポジウム「人とフジツボとのかかわり」（日本科

学未来館 11/18）。企画：山口寿之+日本付着生物学会。 

山口寿之、橋本惇、狩野泰則、土田真二、他YK04-09 航海乗船者一同（2005）ラウ海盆再訪、

調査概要および 1989 年との比較、およびハブル海盆調査概要報告（予報）しんかいシンポジウ

ム（2005/1/14） 

(4-2)国際学会発表 
Romanus E. Prabowo & Toshiyuki Yamaguchi （千葉大学）：Biogeography of intertidal barnacle in 

Indonesian and surrounding seas.  19th International Congress of Zoology, Beijing, August 23-27, 
2004. この発表により国際学会主催者からポスター賞が授与された。 

 

 
 
（５）外部資金 
科学研究費補助金 
山口寿之（代表）基盤研究Ｂ-2 深海熱水噴出孔のフジツボ亜綱エボシガイ亜目 Neolepas の分類

と系統（平成 14～17 年度） 
山口寿之（代表）基盤研究 B-1（海外学術調査）南西太平洋ラウ海盆周辺海域の深海熱水生物

群集の起源に関する研究（平成 15～17 年度） 
 
（６）教育 
講義・実験 

2003 年度（普遍）地学基礎Ａ、博物館実習Ａ、（理）地球生命史、進化古生物学、古生物学実

験、地質学実験１、地質学実験４、ナチュラルヒストリー、（自・修）古生物学、（自・博）

進化古生物学 
 

学生指導 

平成 16 年度（2005 年 3 月）修了・卒 

Romanus Edy Prabowo（自然科学研究科生命・地球科学専攻、博士課程前期修了）Biogeography of 
intertidal barnacle in Indonesian and surroundings seas 

林碧虹（自然科学研究科生命・地球科学専攻、博士課程前期修了）深海熱水および冷湧水噴出孔

に生息するミョウガガイ類（蔓脚亜綱，完胸超目）の系統解析 
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（７）学内委員、学会などの活動 
平成 13 年 10 月 21 日 平成 16（2004）年 8 月に北京で開催された第 19 回国際動物学会の

Organizing Committee 委員 
海洋バイオシステム研究センター長（平成 15 年 4 月 1 日から 17 年 3 月 31 日まで） 
千葉大学セクハラ委員会委員（平成 15 年 6 月 6 日から 17 年 6 月 5 日まで） 
日本付着生物学会編集委員長および運営委員、幹事（平成 14 年 4 月から現在まで） 
日本学術会議水産学研究連絡委員会オブザーバー委員（平成 15 年 10 月 16 日から平成 18 年 10

月 20 日まで） 
日本学術会議古生物学研究連絡委員会委員（平成 15 年 10 月 16 日から平成 18 年 10 月 20 日

まで）  
 
（８）その他 
国際共同研究 
平成 16（2004）年 8 月 23 日から 27 日に北京で開催された第 19 回国際動物学会の Organizing 

Committee 委員を努めた。 
平成 16 年 9 月 23 日～11 月 10 日、科学研究費補助金・基盤研究 B-2（海外学術調査）による「し

んかい 6500」を用いたラウ海盆およびハブル海盆の熱水噴出孔を国際共同研究として実施

した。この国際共同研究は、日本、ニュージーランド、フランス、アメリカ、トンガ國の研

究者による研究チームである。 
平成 16 年 10 月 25 日、ニュージーランド・オークランドのオークランド工科大学・J.S. Buckeridge

教授と深海熱水噴出孔フジツボ類の国際共同研究について意見を交わした。 
平成 16 年 11 月 18・19 日、日本科学未来館にて、2004 年度日本付着生物学会シンポジウム「人

とフジツボとのかかわり」にて、香港大学の Benny K.K. Chan 助手とシンポジウムの企画、

共同研究の立案などについて議論した。 
 
＜山口寿之が企画運営したシンポジウム＞ 

シンポジウム「人とフジツボとのかかわり」 
 
企画の趣旨： 
海岸に行くと誰もが眼にするフジツボ。貝の仲間と思っている方もいるようです。この身近な

生き物フジツボの生物学的プロフィールをしっかり学習し、有害生物として取水設備や船舶に付

着して汚損原因となる実態と対策について、また意外に知られていない有用生物としての側面を

掘り下げます。今回は、フジツボの研究者だけでなく、この分野で先端研究を目指す学生諸君に

はもちろん、自然観察に親しむまた理科教育に関心のお持ちの方に、発電・船舶・港湾関係等の

技術者など多くの方に、「フジツボと人とのかかわり」の最前線を分かりやすく理解していただく

シンポジウムを企画いたしました。 
 
日時：2004 年 11 月 18 日（木曜日）午後１時から 19 日（金曜日）午後３時まで（二日間） 
 
場所：日本科学未来館  

住所：〒135－0064 江東区青海 2－41 
電話：03－3570－9151 

交通等は、http://www.miraikan.jst.go.jp 参照 
 
プログラム 
    18 日（木曜日） １３：００～１８：００  
 
  はじめに 
13:00～13:05 会長挨拶               日本付着生物学会会長 坂口 勇 
13:05～13:10 企画の趣旨             前日本付着生物学会会長 山口寿之
 
  フジツボの生物学 
13:15～14:05 フジツボの分類と進化（貝とどこが違うのか、その個性と歴史） 
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千葉大学海洋バイオシステム研究センター教授 山口寿之

14:10～14:40 フジツボの生活史と生態（どんな生活をして、付着場所までたどり着くのか） 
北里大学水産学部助教授 加戸隆介 

14:40～15:10 フジツボの生態、地域性および季節的消長（日本と香港とを比べてみる） 
Ecology, regional and seasonal changes of barnacles – Comparison of intertidal zones  
between Japan and Hong Kong  

香港大学 Swire Institute of Marine Science 助手 Benny K.K. Chan 
15:15～16:25 フジツボの付着（集まってくっつくユニークなしくみ） 
電力中央研究所上級特別契約研究員 松村清隆・秋田県立大学生物資源科学部助教授 岡野桂樹 
 

有害生物としての側面 
16:35～17:15 発電所とフジツボ（うまく付き合うと見えてくる新しい光） 

㈱姫路エコテック 山下桂司・神谷享子 
17:20～17:50 船とフジツボ（付着による推進への影響は？） 

神戸大学海事科学部助教授 内田 誠 
 

－懇親会－ １８：００～ 約２時間 （館内レストラン） 
ミネフジツボ、カメノテを試食いただきます。 

 
19 日(金曜日) ９：３０～１５：００  

 
9:30～10:00 フジツボと新規防汚塗料（付着生物でフジツボを防ぐ） 

大成建設㈱技術センター主任研究員 川又 睦 
10:05～11:00 フジツボと電気化学（電気を使って付着を防ぐ） 

栗田エンジニアリング㈱技術顧問 川辺允志 
 

有用生物としての側面 
11:05～11:30 珍味なフジツボ（こんな食材あったんだ） 

宮城県気仙沼水産試験場技師 押野明夫 
    昼食 
 
12:30～13:00 生理活性物質の資源としての利用（知られざるフジツボのスーパーパワー） 

東北大学大学院生命科学研究科教授 村本光二 
13:05～13:30 フジツボによるコンクリート構造物の耐久性向上（フジツボがコンクリートを守 

る）           （独）港湾空港技術研究所材料研究室長 濱田秀則 
13:35～14:00 自然教育の教材としての魅力（フジツボと友達になろう）  

横須賀市立自然・人文博物館長 林 公義 
休み 
 

総合討論 
14:10～15:00 先端研究の今後の課題および人とのかかわりをより良くするための展望 
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（１）服部 克巳（はっとり かつみ） 
 
（２）古海洋システム研究分野、助教授（平成 15 年 4 月より現職） 
 
（３）研究活動の内容 

(1)電磁気学的な手法による地殻活動監視システムに関する研究 
火山活動や地震など地殻活動に先行する電磁気現象の存在が明らかになりつつある。例えば、

２点間の電位差を測定する地電位差観測、ULF 帯の地球磁場観測、VLF 帯局電波等の伝搬状

態の観測データなどに地殻活動に関連する異常データが検出されている。これらの発生物理

機構を解明するとともに、地殻活動を予測する指標的パラメータの調査研究を行い、地殻活

動監視システム（いわば地殻活動天気予報）の確立に貢献する。 
(2)地殻構造推定に関する研究 
ＭＴ法などの電磁気探査を実施することにより、電気的な地下構造の推定を行う。さらに、

地震探査や重力探査など他の手法による結果と詳細に比較検討することにより、その場所の

過去のテクトニクスを総合的に解明し、現在の形になったプロセスを推定する。また、電気

的な構造の分布状態と現在の火山活動や地震活動などの地殻活動との比較検討を行い、地殻

活動の活動域に関する電気学的な知見を獲得し、その理解を深める。 
(3)異常信号の自動検出・雑音除去に関する研究 
地電位差観測や地磁気観測では直流電車の漏洩電流や工場などの人間活動に伴う雑音の影響

を受けやすく、所望する信号と除去したい信号を弁別する事も重要である。特に時系列信号

に異常変動が生じた場合、これを自動で検出し、その種別（原因）を判別することも重要で

ある。つまり、信号の異常変動を客観的に判別し、その異常変動が既知の原因によるものか

どうかがを弁別することが極めて重要な事項となる。そこで、本研究では、線形フィルタや

非線形フィルタ（ニューラルネット）等を駆使し、時系列データからの異常信号の自動検出

および雑音除去を試みる。 
(4)海流位置の推定に関する研究 
海流は電流と見なされるので測定される地上で観測されるデータの長周期成分を解析すれば、

陸域からの海流本流位置が推定できる可能性がある。気象や生物層と大きく関係している海

流について、容易に位置推定できるかどうかを調査する。 
 
（４）研究業績 

(1a)原著論文（査読あり） 
Hayakawa M., Hattori, K., and Ando, Y., Natural Electromagnetic Phenomena and Electromagnetic 

Theory, Inst. Elect. Engs. Japan, Trans. Fundamentals and Materials, 124, 72-79, 2004. 
Harada, M., Hattori, K., Isezaki, N., Transfer function analysis approach for anomalous ULF 

geomagnetic field change detection, Physics and Chemistry of the Earth, 29, 409-417, 2004. 
Hattori, K., Takahashi, I., Yoshino, C., Isezaki, N., Iwasaki, H., Harada, M., Kawabata, K., Kopytenko, 
E., Kopytenko, Y., Maltsev, P.,  Korepanov, V., Molchanov, O., Hayakawa, M., Noda, Y., Nagao, T., 
Uyeda, S., ULF geomagnetic field measurements in Japan and some recent results associated with 
Iwateken Nairiku Hokubu Earthquake in 1998, Physics and Chemistry of the Earth., 29, 481-494, 2004. 
Hattori, K., Serita, A., Gotoh, K., Yoshino, C., Harada, M., Isezaki, N., Hayakawa, M., ULF geomagnetic 
anomaly associated with 2000 Izu islands earthquake swarm, Japan, Physics and Chemistry of the Earth, 
29, 425-436, 2004. 
Gotoh, K., Hayakawa, M., Smirnova, N., and Hattori, K., Fractal analysis of seismogenic ULF emissions, 

Physics and Chemistry of the Earth, 29, 419-424, 2004. 
M. Hayakawa, K. Hattori, A. P. Nickolaenko, and L. M. Rabinowicz, Relation between the energy of 

earthquake swarm and the Hurst exponent of random variations of the geomagnetic field, Physics and 
Chemistry of the Earth, 29, 379-387, 2004. 

Hattori, K., Hayakawa M., Yumoto K., Nagao T., and Uyeda S., ULF Geomagnetic changes associated 
with crustal activity, 2004 international Symposium on Electromagnetic Compatibility, Vol.2, 741-744, 
2004 
Katsumi Hattori, ULF geomagnetic changes associated with large earthquakes, Terrestrial, Atmospheric 
and Oceanic Sciences, Vol.15, No.3, 329-360, 2004. 
Masashi Kamogawa, Jann-Yenq Liu, Hironobu Fujiwara, Yu-Jung Chuo, Yi-Ben Tsai, Katsumi Hattori, 

Toshiyasu Nagao, Seiya Uyeda, and Yoshi-Hiko Ohtsuki, Atmospheric field variations before the 
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March 31, 2002 M6.8 earthquake in Taiwan, Terrestrial, Atmospheric and Oceanic Sciences, Vol.15, 
397-412, September 2004. 

Luciano Telesca,  Gerardo Colangelo,  Katsumi Hattori ,  Vincenzo Lapenna,  Principal 
component analysis  of  geoelectr ical  signals  measured in  the seismical ly act ive area 
of  Basi l icata  Region (southern Ita ly) ,  Natural Hazards and Earth System Sciences, 4, 663-667, 
2004 

Masashi Hayakawa, and Katsumi Hattori, Ultra-low-frequency electromagnetic emissions associated 
with earthquakes: A review, Inst. Elect. Engs. Japan, Trans. Fundamentals and Materials, Vol. 124, 
1101-1108, 2004. 

Makoto Harada, Katsumi Hattori, and Nobuhiro Isezaki, Reduction of geomagnetic effects (periods T< 
940s) from geoelectric potential difference data, Inst. Elect. Engs. Japan, Trans. Fundamentals and 
Materials, Vol. 124, 1245-1250, 2004. 

原田 誠、服部克巳、伊勢崎修弘、長尾年恭、上田誠也, 地磁気・地電流データからの地球外部起源の地

磁気変動の効果の除去、東海大学海洋研究所報告、投稿中. 
Ichiro Takahashi, Katsumi Hattori, Makoto Harada, Nobuhiro Isezaki, andToshiyasu Nagao, ULF 

Electromagnetic Environment at Southern Boso Peninsula : Signal Discrimination of the Geoelectrical 
Potential Data, submitted to Inst. Elect. Engs. Japan, Trans. Fundamentals and Materials. 

 
(1b)原著論文（査読なし） 
Harada, M.; Hattori, K.; Takahashi, I.; Yoshino, C.; Isezaki, N., Signal discrimination of ULF 

electromagnetic data with using interstation transfer function and wavelet transform, European 
Geosciences Union 1st Annual Meeting (CD-ROM), April 25-30, 2004, Nice, France. 

Hattori, K.; Harada, M.; Takahashi, I.; Yoshino, C.; Isezaki, N., Reduction of external geomagnetic 
pulsations and their inductive electric field variation from ULF geomagnetic and electric potential 
difference data observed on the ground, European Geosciences Union 1st Annual Meeting (CD-ROM), 
April 25-30, 2004, Nice, France. 
Molchanov, O.A.; Schekotov, A.Ju.; Hattori, K.; Solovieva, M.S.; Fedorov, E.N.; Chebrov, V.; Saltikov, 

D.; Hayakawa, M., Near-seismic effects in ULF fields and seismo-acoustic emission : statistics and 
explanation, European Geosciences Union 1st General Assembly (CD-ROM), April 25-30, 2004, Nice, 
France. 

Makoto Harada, Katsumi Hattori, Nobuhiro Isezaki, Toshiyasu Nagao, and Seiya Uyeda, Elimination of 
the Effects of External Source Field from Electric and Magnetic Data on the Ground, The Proceedings 
of 1st International Workshop on Active Monitoring in the Solid Earth Geophysics, 271-278, 2004, 
Mizunami, Gifu, Japan. 

I. Takahashi, K. Hattori, M. Harada, C. Yoshino, and N. Isezaki, Geoelectric potential differences and 
geomagnetic data observed at Southern Kanto Area, Japan, 2004 Asia-Pacific Radio Science 
Conference Proceedings, p. 324, August 24-27, 2004, (Qingdao, China). 

Kopytenko Yu.A., Ismaguilov V.S., Hattori K., Hayakawa M., Gradients and Phase Velocities of ULF 
magnetic disturbances (F=0.1-0.4Hz) before and during strong earthquakes inf 2003 year at Bosso 
Peninsula (Japan), 2004 Asia-Pacific Radio Science Conference Proceedings, p. 545, August 24-27, 
2004, (Qingdao, China). 

Katsumi Hattori, Makoto Harada, Ichiro Takahashi, Chie Yoshino, and Nobuhiro Isezaki, Reduction of 
ULF external source origin signals (periods T<1,000 sec) using of interstation method and wavelet 
transform, 2004 Asia-Pacific Radio Science Conference Proceedings, p. 548, August 24-27, 2004, 
(Qingdao, China). 
Masashi Kamogawa, Jann-Yenq Liu, Hironobu Fujiwara, Yu-Jung Chuo, Yi-Ben Tsai, Katsumi Hattori, 

Toshiyasu Nagao, and Seiya Uyeda, Atmospheric field variation before earthquake on March 31, 2002 
in Taiwan, IV International Workshop on Magnetic, Electric, and Electromagnetic Methods in 
Seismology and Volcanology (MEEMSV-2004) Abastracts, p.45, September 5-9, 2004, La Londe les 
Maures, France. 

Katsumi Hattori, Makoto Harada, Ichiro Takahashi, Chie Yoshino, and Nobuhiro Isezaki, Reduction of 
ULF external source origine signals (periods T<1,000 sec) with the use of interstation method and 
wavelet transform, IV International Workshop on Magnetic, Electric, and Electromagnetic Methods in 
Seismology and Volcanology (MEEMSV-2004) Abastracts, p.107-108, September 5-9, 2004, La Londe 
les Maures, France. 
原田誠，服部克巳，高橋一郎，谷秀幸，長尾年恭，上田誠也，ウェーブレット変換を用いた地

球内部の電気的構造の推定とその時間変動の監視，電気学会研究会資料，EMT-04-98, p49-54，
2004年9月. 
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服部克巳，吉野千恵，芹田亜矢，高橋一郎，Geraldo Colangelo, Luchiano Telesca, ULF帯の電磁場

データの主成分解析，電気学会研究会資料, EMT-04-101, p65-69，2004 年 9 月. 
高橋一郎，原田誠，吉野千恵，服部克巳，伊勢崎修弘，房総半島南部のULF帯の電磁場環境に

ついて，電気学会研究会資料，EMT-04-102, p71-76, 2004 年 9 月. 
K. Hattori, M. Harada, I. Takahashi, M. Hayakawa, T. Nagao, and S. Uyeda, ULF geomagnetic anomaly 
associated with large earthquakes, 2004 AGU Fall Meeting, Dec. 13-17, 2004, San Francisco, USA 
K. Hattori, I. Takahashi, M. Hayakawa, N. Isezaki, K. Yumoto, T. Nagao, andS.Uyeda, ULF geomagnetic 
changes associated with crustal activity; summary of RIKEN-NASDA project and the latest results, 
Extended Abstracts of 2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 2-5, 15-17 March, 
2005, Chofu, Tokyo. 
G. Colangelo, K .Hattori, V. Lapenna,L. Telesca, and C. Yoshino, Extraction of extreme events in 

geoelectrical signals; an application in a seismic area of Japan, Extended Abstracts of 2005 
International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 93-96, 15-17 March, 2005, Chofu, Tokyo. 

M. Harada, K. Hattori, I. Tahakashi, H. Tani,N. Isezaki, and T. Nagao, MT impedance estimation with 
using the Wavelet transform for the study of geoelectrical structure changes, Extended Abstracts of 
2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 109-112, 15-17 March, 2005, Chofu, 
Tokyo. 

H. Tani, M. Harada, K. Hattori, I. Takahshi, C. Yoshino, N. Isezaki, and T. Nagao, ULF electromagnetic 
transfer function analysis; monitoring for crustal activity and estimation of underground structure 
Extended Abstracts of 2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 113-116, 15-17 
March, 2005, Chofu, Tokyo. 

D. Widarto, T. Mogi, Y. Tanaka, T. Nagao, K Hattori, J.Y .Liu, and S. Uyeda, Seismo-electromagnetic 
signatures associated with the June 4, 2000’s earthquake (Mw 7.9) in Bengkulu, Indonesia, Extended 
Abstracts of 2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 117-120, 15-17 March, 
2005, Chofu, Tokyo. 

Q. Huang, A. Du, and K. Hattori Locating the source using the ULF geomagnetic data associated with 
earthquakes, Extended Abstracts of 2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 
156-159, 15-17 March, 2005, Chofu, Tokyo. 

Yu. A. Kopytenko, V. S. Ismaguilov, K. Hattori, and M. Hayakawa, Determination of hearth position of 
forthcoming strong EQ using gradients and phase velocities of ULF geomagnetic disturbances, 
Extended Abstracts of 2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 166-169, 15-17 
March, 2005, Chofu, Tokyo. 

A. Serita, K. Hattori, K. Gotoh, C. Yoshino, M. Hayakawa, and N. Isezaki, Principal component analysis 
of ULF geomagnetic data associated with earthquakes, Extended Abstracts of 2005 International 
Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 242-245, 15-17 March, 2005, Chofu, Tokyo. 

I. Takahashi, K. Hattori, M. Harada, N. Isezaki, and T. Nagao, ULF electromagnetic environment at 
southern Boso Peninsula; DOA and waveform investigation of signals, Extended Abstracts of 2005 
International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 246-249, 15-17 March, 2005, Chofu, Tokyo. 

K. Hattori, M. Kamogawa, I. Takahshi, C. Yoshino, J. Liu, C. Shieh, H. Shue, W. Juang, N. Isezaki, T. 
Nagao, and S. Uyeda, Seismo-electromagnetic observation in Taiwan, Extended Abstracts of 2005 
International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 324-327, 15-17 March, 2005, Chofu, Tokyo. 
M. Harada, T. Mogi, M. Takada, K. Hattori, Y. Noda, T. Nagao, and S. Uyeda, The anomalous ULF 

electric and magnetic changes at Erimo area associated with the 2003 Tokachi-oki earthquake 
(Mw=7.9), Extended Abstracts of 2005 International Workshop on Seismo Electromagnetics, pp. 
475-478, 15-17 March, 2005, Chofu, Tokyo. 

 
(2)報告書 
地震電磁界計測に含まれる異常電磁変動の自動検出と雑音除去に関する研究 (課題番号：

13650477), 平成 13年度~平成 15年度科学研究費補助金(基盤研究(C)(1))研究成果報告書, 平成

16 年 3 月 (研究代表者 服部克巳) 
 
(3)書籍 
なし 
 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
服部克巳，地震予知研究最前線・地球電磁気的手法，千葉県環境計量協会平成 16 年度新春講演
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会，2004 年 1 月 23 日，プラザ菜の花，千葉. 
Makoto Harada, Katsumi Hattori, Nobuhiro Isezaki, Signal Discrimination of ULF Geoelectromagnetic 

Data, 地球惑星科学関連学会 2004 年合同大会，2004 年 5 月 9-13 日，幕張メッセ，千葉 
Katsumi Hattori, Makoto Harada, Ichiro Takahashi, Chie Yoshino, and Nobuhiro Isezaki  Possible 

electromagnetic changes associated with 2002 slow earthquake at southern Boso Peninsula, 地球惑星

科学関連学会 2004 年合同大会，2004 年 5 月 9-13 日，幕張メッセ，千葉 
高橋一郎、服部克巳、原田誠、吉野知恵、伊勢崎修弘、南房総アレー観測点の地電位差変動の

解析 ～地殻活動との関連について～、第 71 回日本大気電電気学会研究発表会、2004 年 7
月 22～23 日、中部大、名古屋 

芹田亜矢、服部克巳、原田誠、吉野知恵、伊勢崎修弘、地震に関連した地磁気データの主成分

解析、第 71 回日本大気電電気学会研究発表会、2004 年 7 月 22～23 日、中部大、名古屋 
服部克巳、原田誠、吉野知恵、高橋一郎、伊勢崎修弘、2002 年房総スロースリップイベントに

関連するＵＬＦ帯の電磁場変動、第 71 回日本大気電電気学会研究発表会、2004 年 7 月 22～
23 日、中部大、名古屋 

谷秀幸、原田誠、服部克巳、伊勢崎修弘、2000 年伊豆諸島群発地震に関連する地磁気変換関数

の変動、第 71 回日本大気電電気学会研究発表会、2004 年 7 月 22～23 日、中部大、名古屋 
原田誠，服部克巳，高橋一郎，谷秀幸，長尾年恭，上田誠也，ウェーブレット変換を用いた地

球内部の電気的構造の推定とその時間変動の監視，電磁界理論シンポジウム, 2004年9月28-30
日，淡路夢舞台国際会議場，兵庫. 

服部克巳，吉野千恵，芹田亜矢，高橋一郎，Geraldo Colangelo, Luchiano Telesca, ULF帯の電磁場

データの主成分解析，電磁界理論シンポジウム, 2004 年 9 月 28-30 日，淡路夢舞台国際会議場，

兵庫. 
高橋一郎，原田誠，吉野千恵，服部克巳，伊勢崎修弘，房総半島南部のULF帯の電磁場環境に

ついて，電磁界理論シンポジウム, 2004 年 9 月 28-30 日，淡路夢舞台国際会議場，兵庫. 
谷 秀幸、原田 誠、服部克巳、高橋一郎、伊勢崎修弘、ＵＬＦ帯の電磁場変換関数の変動に

ついて、第 72 回日本大気電電気学会研究発表会、2005 年 1 月 12～13 日、東京理科大、東京 
 芹田亜矢、吉野千恵、服部克巳、伊勢崎修弘、2000 年伊豆諸島群発地震に関するULF磁場デー

タの主成分解析、第 72 回日本大気電電気学会研究発表会、2005 年 1 月 12～13 日、東京理科

大、東京 
高橋一郎、原田 誠、吉野千恵、服部克巳、伊勢崎修弘、南房総観測点のＵＬＦ電磁場環境に

ついて（�）、第 72 回日本大気電電気学会研究発表会、2005 年 1 月 12～13 日、東京理科大、

東京 
石川久史、谷 秀幸、吉野千恵、服部克巳、伊勢崎修弘、地電位差データの電車信号の検出お

よび除去の試み、 第 72 回日本大気電電気学会研究発表会、2005 年 1 月 12～13 日、東京理

科大、東京 
服部克巳, 鴨川仁，劉正彦,伊勢崎修弘，Michel Parrot，衛星を利用した地震に先行する現象の観

測、第７回CEReS環境リモートセンシングシンポジウムプログラム、平成 17 年 2 月 16 日、千

葉大学、千葉 
服部克巳、地震に関連するULF磁場変動～偏波解析に基づいて～東京大学地震研究所金曜セミナ

ー、平成 17 年 2 月 18 日、東京大学、東京 
伊勢崎修弘、島倉信、鷹野敏明、服部克巳、ユビキタス情報社会を支える高速大容量通信シス

テムの基盤技術（３）電磁環境の測定監視と自然電磁波現象の解明、2004 年度VBL報告会、

平成 17 年 3 月 15 日、千葉大学、千葉 
(4-2)国際学会発表 
Hattori, K., “Reduction of geomagnetic pulsations (T<1000sec) for geomagnetic and geoelectric 
potential difference data and possible EM phenomena associated with 2003 slow earthquake event, 
Japan”, iSTEP Seminar, March 16, 2004, National Central University, Chung-li, Taiwan. 
Harada, M.; Hattori, K.; Takahashi, I.; Yoshino, C.; Isezaki, N., Signal discrimination of ULF 

electromagnetic data with using interstation transfer function and wavelet transform, European 
Geosciences Union 1st Annual Meeting, April 25-30, 2004, Nice, France. 

Hattori, K.; Harada, M.; Takahashi, I.; Yoshino, C.; Isezaki, N., Reduction of external geomagnetic 
pulsations and their inductive electric field variation from ULF geomagnetic and electric potential 
difference data observed on the ground, European Geosciences Union 1st Annual Meeting, April 25-30, 
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2004, Nice, France. 
Molchanov, O.A.; Schekotov, A.Ju.; Hattori, K.; Solovieva, M.S.; Fedorov, E.N.; Chebrov, V.; Saltikov, 

D.; Hayakawa, M., Near-seismic effects in ULF fields and seismo-acoustic emission : statistics and 
explanation, European Geosciences Union 1st General Assembly, April 25-30, 2004, Nice, France. 

Hattori, K., Hayakawa M., Yumoto K., Nagao T., and Uyeda S., ULF Geomagnetic changes associated 
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Japan. 
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（５）外部資金 
服部克巳（研究代表者）、文部科学省科学研究費補助金基盤研究Ｃ（２）、地震電磁界観測デー

タの信号弁別と雑音除去に関する研究（平成 16～18 年度） 
服部克巳（研究分担者）、文部科学省科学研究費補助金基盤研究Ａ（２）、東海・関東地域を観

測ターゲットとした地震発生直前過程における電磁現象の基礎研究（平成 14～17 年度） 
服部克巳（研究分担者）、文部科学省科学研究費補助金基盤研究Ｂ（２）、地震電磁気現象（地

圏・大気圏・電離圏結合）の研究（平成 15～17 年度） 
服部克巳（研究代表者）、交流協会若手研究者交流事業（短期グループ派遣）、電磁気学的な手

法を用いた地殻活動監視法の開発に関する研究、平成 16 年 10 月 3～11 日 
 
（６）教育 

2004 年度：情報処理（普）、情報地球科学１（理）、情報地球科学２（理）、地球物理学２（理）、

地球探査法実験１（理）、地球探査法実験２（理）、地球物理学３（自・修）、   地球電磁

気圏科学（自・博） 
 
学生指導（2004 年度） 
芹田亜矢（大学院自然科学研究科）：ULF 磁場データの主成分解析とキャタピラー解析～地震
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電磁気信号検出の試み～ 
谷秀幸（大学院自然科学研究科）：ウェーブレット変換を用いた ULF 電磁場データの変換関

数の変動に関する研究 
石川久史（理学部地球科学科）：長野・白馬地域の地電位差データの解析～電車信号の除去～ 
菅 啓輔（理学部地球科学科）：ＭＵＳＩＣ法を用いた電磁波方位測定法の開発 

 
（７）学内委員、学会活動等 
平成 13 年 2 月～平成 14 年 3 月：理化学研究所地震国際フロンティア研究グループ地殻電磁現

象観測チーム チームリーダー（非常勤研究員） 
平成 14 年 4 月～平成 15 年 3 月：理化学研究所フロンティア研究・非常勤研究員 
平成 12 年～ ：第 18 期電波科学研究連絡委員会 E 分科会委員 
平成 13 年～  ：地球電磁気学研究連絡委員会地磁気観測小委員会委員 
平成 14 年 3 月～ ：電気学会電磁界理論技術委員会幹事 
平成 15 年 4 月～ ：電気学会自然電磁気現象の解明と電磁解析専門委員会委員 
平成 16 年 4 月～ ：電気学会 基礎・材料・共通部門論文誌 編集委員 

 
（８）その他 

(8-1)国際共同研究 
カムチャツカにおける電磁学的なアプローチによる地震予知研究(ロシア科学アカデミー地球

物理研究所 Dr. Oleg Molchanov, カムチャツカ地球物理調査所 Dr. Evgimii Gordeev) 
（平成 11 年～） 
台湾における地震電磁気観測（台湾国立中央大学・劉正彦教授、蔡義本教授、台湾国立中正大

学・謝秋雰教授、大漢技術院・許華妃教授）（平成 12 年～） 
トーション型磁力計システムの開発およびデータ解析に関する研究（ロシア科学アカデミー地

球磁場・電離層・電波伝搬研究所（IZMIRAN）・Dr. Yuri Kopytenko）(平成 10 年～) 
フラックス磁力計の開発およびデータ解析に関する研究（ウクライナ科学アカデミーリボフ宇

宙研究所・Dr. Verely Korepanov）(平成 10 年～) 
地電位差データのデータ解析に関する研究（イタリア国立環境解析研究所，Dr. V. Lapenna, Dr. T. 

Luciano, Dr. Gelarudo Collangelo）(平成 15 年～) 
 
海外からの研究者等の受け入れ 

2005 年 3 月 9 日～20 日 中国北京大学・地球物理学科・黄清華准教授が研究室を訪問し、研

究打ち合わせを実施。 
2005 年 3 月 18 日～20 日 台湾国立中央大学・太空科学研究所・劉正彦教授が研究室を訪問

し、研究打ち合わせを実施。 
2005 年 3 月 18 日～4 月 15 日 台湾国立中央大学・太空科学研究所・陳界宏氏が研究室を訪

問し、共同研究を実施。 
2004 年 イスラエル・テルアビブ大学・Leonid Alperovich 教授が研究室を訪問し、研究打ち

合わせを実施 
 
海外でのフィールドワーク等 

2004 年 9 月 9～12 日にギリシャ・アテネ大学 Varostos 教授を訪問し、研究打ち合わせおよび

VAN 観測点視察を行う。 
2004 年 10 月 3～10 日に台湾・花蓮地区にて地震電磁気の観測点を設置。観測を開始。 
花連地区観測点の再配置に関する打ち合わせも行う。 

2004 年 10 月 29 日～11 月 2 日に台湾・花蓮地区にて新規設置地震電磁気観測点のメンテナン

ス作業を実施。研究うちあわせも行う。 
 

(8-2) 主催セミナー 
第１０回地震電磁気セミナー 

期日：平成１６年４月１３日（火）10:30-18:00 
場所：電気通信大学東地区Ｆ棟の４０９ 
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〒182-8585 調布市調布ヶ丘１－５－１ 
最寄り駅：京王線調布駅 下車徒歩１０分 

http://www.uec.ac.jp/acc/map.html 
http://www.uec.ac.jp/acc/campusnai.html（図の 15 の建物です） 

連絡先：千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１ 
FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
10:30～11:00 早川正士（電通大）「地震電磁気研究の現状」 
11:00～11:15 服部克巳（千葉大）、鴨川仁（学芸大）、高橋一郎、吉野知恵（千葉大）、劉正彦（台

湾中央大学）「台湾における地震電磁気観測」 
11:15～11:45 前川慎光、早川正士（電通大）、太田健次（中部大）、劉正彦（台湾国立中央大学）

「台湾におけるＶＬＦ帯電波のモニタリング」 
（昼食） 
13:30～14:00 鴨川仁（学芸大）、服部克巳（千葉大）、藤原（早大）、劉正彦（台湾国立中央大学）

「2002 年 3 月 31 日に台湾東方で発生したM6.8 の地震について」 
14:00～14:30 山本勲、伊代野淳、阿座上孝（岡山理大）「FM 放送波の到来方向の求め方３」 
14:30～15:00 宇治川智、鷹野敏明、中田裕之、島倉信（千葉大）「HF 帯電波の受信強度変化と電

離層赤道異常の寄与」 
15:20～15:50 原田誠（東海大）、服部克巳、吉野知恵（千葉大）「2002 年房総半島東部スロース

リップイベント期間中におけるULF電磁場変動（序報）」 
15:50～16:20 服部克巳（千葉大）「ULF帯の磁場変動と地殻活動１」 
16:20～17:20 フリーディスカッション 
17:30～19:30 セミナー終了後懇親会を予定しています 
 

第１１回地震電磁気セミナー 
期日：平成 16 年 5 月 14 日（金）10:45-18:00 
場所：千葉大学西千葉キャンパス共同研究推進センター 
〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33 
最寄り駅：JR 総武線西千葉駅 下車徒歩 5 分 
http://ww.crr.chiba-u.jp/map/index.html 
連絡先：千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１ 
FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
10:45～11:30 西橋政秀，弘原海 清，山本 勲（岡山理科大）「地震予知を目指したゲルディエン

型大気イオン濃度測定器の開発」 
11:30～12:00 織原義明ほか（東海大学地震予知研究センター）「地電流データ主成分分析の試み

−2000 年伊豆諸島地震・火山活動を例に−」 
（昼食） 
13:00～14:30 森谷武男「地震発生前に現れる VHF 散乱波の観測的研究」（北大） 
14:30～15:00 前川慎光、早川正士（電通大）、Shvets（ウクライナ）「十勝沖地震に関するに VLF

局電波の異常変動について（カムチャツカ観測点のデータから）（仮題）」 
（休憩） 
15:15～15:45 山本勲（岡山理科大）「改造 FM チューナーを使った干渉計の特性」 
15:45～16:15 高橋一郎（千葉大）「房総観測点の電磁場変動について 
16:15～17:00 鴨川仁（学芸大）「地震電磁気現象の発生メカニズム～レビュー～」 
17:00～17:30 牧 謙一郎，高野 忠（JAXA）「物質破壊に伴うマイクロ波放射現象のモデル化と

解析」 
17:30～18:00 フリーディスカッション 
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第１２回地震電磁気セミナー 

期日 ６月２２日（火）９：４５～１７：４０ 
場所 東京学芸大学小金井キャンパス・２０周年記念館１階・第３会議室 

プログラム 
09:45-10:10 大野望（学芸大Ｍ１）、長尾年恭（東海大）、野田洋一（東海大）、鴨川仁（学芸大）

「東海大での大気擾乱観測」 
10:10-10:35 伊田裕一（電通大Ｍ１）, 早川正士（電通大）「GUAM 地震における ULF 帯磁場デ

ータのマルチフラクタル解析」 
10:35-11:55  Dr. G. Colangelo (IMAA-CNR, Italy) "Geophysical and Geochemical Monitoring Network 

in a seismically Active Region in Southern Italy" 
13:00-14:30 森谷武男（北大）「地震発生前に現れる VHF 散乱波の観測的研究」 
14:30-15:00 山本勲（岡山理科大）「ＦＭ放送波の到来方向の求め方６」 
15:20-15:45 芹田亜矢（千葉大Ｍ２）、服部克巳、原田誠（東海大）、吉野知恵、伊勢崎修弘（千

葉大）「地震に関連した地磁気データの主成分解析」 
15:45-16:10 谷秀幸（千葉大Ｍ２）、原田誠（東海大）、服部克巳、伊勢崎修弘（千葉大）「２００

０年伊豆諸島群発地震に関連する地磁気変換関数の変動」 
16:10-16:35 原田誠（東海大），服部克巳（千葉大），長尾年恭，上田誠也（東海大）「ウェーブレ

ット変換を用いた比抵抗構造の監視法について」 
16:45-17:15 ○上田誠也（東海大）「最近の研究から（論文紹介）」 

 ～キルギスでのアクティブモニタリング 
 ～SES における磁場成分の先行性(Varotsos et al.) 
 ～日本の地震データを用いた Natural Time 解析(Tanaka et al.) 
 ～Keilis-Borok の地震予知事業 

17:15-17:40 フリーディスカッション 
17:50-19:50 懇親会 （学生 1500 円、その他 4000 円の予定） 
 

第１３回地震電磁気セミナー 
共催：電気学会電磁界理論技術委員会 
「自然電磁気現象解明と電磁界解析」（委員長 早川正士） 
期日：平成 16 年 7 月 20 日（火）11:00-18:00 
場所：電気通信大学東地区 Ｆ棟４０９ 
〒182-8585 調布市調布ヶ丘１－５－１ 
最寄り駅：京王線調布駅 下車徒歩１０分 

http://www.uec.ac.jp/acc/map.html 
http://www.uec.ac.jp/acc/campusnai.html（図の 15 の建物です） 

連絡先：千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１ 
FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
11:00～11:30 後藤剛芳、早川正士（電通大） 
      「ＦＭ干渉計（仮題）」 
11:30～12:00 高橋一郎、吉野千恵、服部克巳、伊勢崎修弘（千葉大）「南房総観測点のULF帯電

磁場環境」 
（昼食） 
13:30～14:00 安藤芳晃、早川 正士（電通大）、A. V. Shvets （ウクライナ）「有限差分法を用いた

シューマン共振現象の数値解析と広域雷活動位置の推定」 
14:00～14:30 早川正士（電通大）、太田健次(中部大)、A.P.Nickolaenko（ウクライナ）、安藤芳晃（電

通大）「国内でのシューマン共振観測による台湾集々地震に伴なう異常」 
15:00～16:00 V. Surkov, O. A. Molchanov (IPE, Russia), M. Hayakawa(UEC)「DF for Seismogenic ULF 

emissions」 
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16:30～17:00 鴨川仁（学芸大）「Coseismic luminous phenomena in Kobe EQ and Chichi EQ」 
17:00～17:30 服部克巳、高橋一郎、吉野千恵（千葉大）、G. Colangelo, L. Telesca(Italy)「地電位差

データの主成分解析の試み」 
17:30～18:00 フリーディスカッション 
 

第１４回地震電磁気セミナー 
期日：平成 16 年 8 月 20 日(金)13:00～21 日（土）17:00 
場所：東海大学清水校舎 ９号館２階ゼミ室（9201） 
〒424-8610 静岡市清水折戸３－２０－１ 
最寄り駅：ＪＲ東海道線清水駅、 
静鉄バス 三保線 東海大学・海員学校下車 
http://www3.scc.u-tokai.ac.jp/top/map/map.htm 
http://www3.scc.u-tokai.ac.jp/top/campus/campusmap.htm 
当日連絡先：電話 0543-36-2862 東海大学 長尾年恭 
連絡先：千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１／FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
８月２０日  
13:00 村澤佳奈（東海大）Multi Sensor Core Loggerを使った堆積物物性の測定

13:15 若井謙治（東海大）ナマズと地震の関係に関する研究 −画像解析ソフト (NIH Image)を利

用した ナマズの行動解析の試み− 
13:30 浅原  裕、池谷元伺（大阪大） カイ自乗検定による前兆証言の検討 
14:00 児玉哲哉（JAXA）進展する地震電磁気観測衛星プロジェクト 
14:30 野田洋一（東海大）平塚観測点の鉛直電位差記録に現れた奇妙な記録（序報）

15:00～15:15 休憩 
15:15 上田誠也（東海大） Natural time と十勝地震について  
16:15  上田誠也（東海大） 北京 International Conference on Continental Earthquakes IV での関連情

報 
16:30～16:45 休憩 
16:45～17:45 阿部純義（筑波大） 複雑系科学から見た地震現象 
19:30～21:30 懇親会 魚民 ４５００円程度（学生２０００円）を予定 
８月２１日 
09:00 福島 毅（行徳高校）行徳高校における VHF 帯地震電磁波観測プロジェクトについて（仮

題） 
09:30 井筒 潤（京大）尾池式 LF・VLF 電磁波観測について 
10:00 山中千博 江本 豊（大阪大）広帯域絶対パルス強度観測網の現状と課題 について 
10:30 山本 勲（岡山理科大）VHF 干渉計の試験観測結果について 
10:45 織原義明（東海大） 地電流データ主成分分析の試み その２-2000 年伊豆諸島地震・火

山活動を例に 
11:15～11:30 休憩  
11:30 上嶋誠（東大地震研）Passive Monitoring と Active Monitoring（仮題） 
12:30～13:30 昼食 
13:30～14:30 熊澤峰夫(JNC)  電磁観測法の再検討：アクロス 
14:30～15:00 中島崇裕，長尾大道（JNC） JNC における電磁アクロスの現状と展望 
15:00 長尾年恭（東海大） 地電流データをいかに料理するか －いくつかの提案ー 
15:30～15:45 休憩 
15:45 高橋一郎（千葉大）南房総観測点のＵＬＦ帯電磁気環境の考察～地電位差信号について～ 
16:15 原田誠（東海大）ウェーブレット変換を用いた地殻比抵抗の連続モニタの試み 
16:45 総合討論 
17:30 終了予定 
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第１５回地震電磁気セミナー 
期日：平成 16 年 11 月 10 日 11:00-17:00 
場所：千葉大学西千葉キャンパス知的財産本部２階会議室 
〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33 
最寄り駅：JR 総武線西千葉駅 下車徒歩 5 分 

http://www.ccr.chiba-u.jp/map/index.html 
連絡先： 
千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１ 
FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
11:00～11:25 谷 秀幸（千葉大）ほか「地磁気変換関数の変動について」 
11:25～11:50 芹田亜矢（千葉大）ほか「2000 年伊豆諸島群発地震に関する ULF 磁場データの主

成分解析」 
11:50～13:00 （昼食） 
13:00～14:00 Prof. Leonid Alperovich (Dept. of Geophysics & Planetary Sciences, Tel Aviv University, 

Israel) “Coherent and Wavelet Transform Methods for Pre-seismic ULF Emissions”(仮題) 
14:00～14:25 高橋一郎（千葉大）ほか「南房総観測点のＵＬＦ電磁場環境について」 
（休憩） 
14:45～15:15  前川慎光（電通大）ほか「紀伊半島沖地震および新潟中越地震に伴う VLF 帯電波

の伝搬異常」 
15:15～15:45 伊田裕一（電通大）ほか「FM 電波観測について最近の地震との関連」 
15:45～16:15  鴨川仁（学芸大）「最近のＶＨＦ電波観測について（速報）」（仮題） 
16:15～17:00 フリーディスカッション 
 

第１６回地震電磁気セミナー 
期日：平成 16 年 12 月 24 日（金） 
場所：電気通信大学東地区 Ｆ棟４０９ 
〒182-8585 調布市調布ヶ丘１－５－１ 
最寄り駅：京王線調布駅 下車徒歩１０分 

http://www.uec.ac.jp/acc/map.html 
http://www.uec.ac.jp/acc/campusnai.html（図の 15 の建物です） 

連絡先：千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１ 
FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
10:45～11:10 高橋一郎（千葉大）、原田誠（東海大）、服部克巳、伊勢崎修弘（千葉大）「南房総

観測点のＵＬＦ電磁場環境について（�）」 
11:10～11:35 谷 秀幸（千葉大）、原田誠（東海大）、服部克巳、伊勢崎修弘（千葉大）「ウェー

ブレット変換を用いたULF電磁場データの観測点間変換関数の変動について」 
11:35～11:55 石川久史、服部克巳（千葉大）、野田洋一、長尾年恭（東海大）「地電位差データか

らの電車ノイズ除去の試み」 
11:55～13:15 昼食 
13:15～14:00 太田健次，渡邉伸夫（中部大）、早川正士（電通大）「紀伊半島沖・東海道沖地震，

新潟中越地震の電磁波前兆現象」 
14:00～14:30 笠井晶二（笠井デザインオフィス）「地震発生時の GPS による電離層(TEC)観測」 
14:30～15:00 福島 毅（行徳高校）ほか「水文水質データベース利用による地震予測プロジェク

ト１」 
15:00～15:15 大野 望、鴨川 仁（学芸大）、長尾年恭（東海大）「旧東海一高（清水）における

VHF 大気擾乱観測」 
15:15～15:30 休憩  
15:30～16:00 後藤剛芳、早川正士（電通大）ほか「ＶＨＦ干渉計の開発」 
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16:00～16:30 橋本 哲（大阪女子大）「VHF 電磁波ノイズの構造物による弁別」 
16:30～17:00 前田 崇（東大），高野 忠（JAXA）「地震電磁気現象に関連する S 帯放射の衛星観

測について」 
17:00～17:20 児玉哲哉（JAXA）「地震関連衛星ミッションと DEMETER の観測について」 
17:20～17:40 上田誠也（東海大）「日仏防災シンポジウム等国際会議報告」 
17:40～17:50 早川正士（電通大）「AGU 報告」 
17:50～18:20 フリーディスカッション   
18:30～ 懇親会 
 

第１７回地震電磁気セミナー 
期日 ２００５年２月２３日（水） 
場所 東京学芸大学小金井キャンパス自然科学館１階 Ｓ１１６ 物理講義実験室 

（最寄り駅：ＪＲ中央線武藏小金井駅下車徒歩２０分または京王バス「小平団地」

行・学芸大正門前下車） 
http://www.u-gakugei.ac.jp/information/map.html 
連絡先：千葉大学海洋バイオシステム研究センター：服部克巳 
電話： ０４３ー２９０ー２８０１ 
FAX： ０４３ー２９０ー２８５９ 
email：  hattori@earth.s.chiba-u.ac.jp 

プログラム 
11:00～11:25 石川久史（千葉大）ほか「変電所電流データを用いた電車信号除去と SES 検出の

可能性について」 
11:25～11:50 西橋政秀,山本勲,能美洋介（岡山理大）,弘原海清（NPO e-PISCO）「地震予知を目指

した大気イオン濃度測定器の開発」 
11:50～13:15 昼食 
13:15～14:15  Prof. Oleg Molchanov(Institute of Physics of the Earth, Russia), 「Seismoelectromagnetics 

and related phenomena from observation at Karimshino  station and satellites. Possibility 
of probabilistic earthquake forecast」 

14:30～15:10  鴨川仁（学芸大）ほか「Atmospheric anomalies observed during earthquake occurrences」 
15:10～15:40  笠井晶二（笠井デザインオフィス）「GPS−TEC によるスマトラ地震の津波観測」 
15:40～16:05  山内 健(電通大)ほか「紀伊半島南東沖地震/新潟県中越地震に伴う VLF/LF 帯電波

伝搬異常の事例解析」 
16:05～16:30 早川正士(電通大)、太田健次（中部大）「新潟県中越地震にともなう VLF/ELF 帯の

電磁場変動」 
16:45～17:10 後藤剛芳,早川正士（電通大）ほか「VHF 干渉計の開発２」 
17:10～17:35 谷秀幸（千葉大）ほか「ウェーブレット変換を用いた ULF 電磁場データの観測点

間変換関数の変動について２」 
17:35～18:00 芹田亜矢（千葉大）ほか「ULF 磁場データの主成分解析とキャタピラ－SSA 解析」 
18:00～18:30 フリーディスカッション 
18:30～ 懇親会 
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（１）亀尾 浩司（かめお こうじ） 
 
（２）古海洋バイオシステム研究分野・助手 
 
（３）研究活動の内容 

(1)石灰質ナンノ化石に基づくグローバルな新生代古海洋環境の解明 
浮遊性藻類の化石である石灰質ナンノ化石の変遷に基づいて，新生代の古海洋環境を明らか

にし，それらを支配したグローバルな気候変動を解明する． 
(2)関東周辺地域の上部新生界の形成年代の解明 

関東周辺に分布する新第三系ならびに第四系の地質時代を明らかにして，関東堆積盆地の発

達史を考察する． 
(3)石灰質ナンノプランクトンの環境応答様式に関する研究 

石灰質ナンノプランクトンの現生種Gephyrocapsa oceanicaを様々な環境下で培養することに

より，この生物の環境応答様式を解明して，化石種の環境応答形態を推定する． 
(4)石灰質ナンノ化石を構成する石灰質殻の結晶光学的検討 

さまざまな形態の化石種を電子顕微鏡で詳細に観察し，電子線回折法を用いて方解石結晶の

微細構造を明らかにして，生物制御型の鉱化作用（バイオミネラリゼーション）を解明する． 
 
（４）研究業績（2004 年 4 月以後） 

(1a)原著論文（査読有り） 
Kameo, K., Shearer, M.C., Droxler, A.W., Mita, I., Watanabe, R, and Sato, T., 2004, 

Glacial-interglacial surface water variations in the Caribbean during the last 300 ky based on 
calcareous nannofossil analysis. Palaeogeogr., Palaeoclimatol., Palaeoecol., 212, 65-76. 

亀尾浩司・古川登，2004，過去の微小藻類が作る石灰質殻の結晶方位解析—石灰質ナンノ化

石Florisphaera profundaとDiscoaster属の結晶構造とその意味—．化石，23-31． 
藤岡導明・亀尾浩司，2004，テフラ鍵層に基づく銚子地域の犬吠層群小浜層と房総半島の上

総層群黄和田層，大田代層および梅ヶ瀬層との対比．地質学雑誌，110，480-479. 
Sato, T., Yuguchi, S., Takayama, T. and Kameo, K., 2004, Drastic change in the geographical 

distribution of the cold water nannofossil Coccolithus pelagicus (Wallich) Schiller at 2.74 Ma in the 
late Pliocene-with special reference to heavy glaciation in the Arctic Ocean-, Marine 
Micropaleontology, 52, 181-193. 

 
(1b)原著論文（査読なし） 

Kase, T., Maac-Aguilar, Y., Kameo, K. and Wani, R., 2004, A mangrove-forest dwelling Gastropod 
Ellobium aurismidae (Linnaeus) (Ellobiidae; Pulmonata) from the Mapulo Formation, Batanfas 
Province, Southern L_zon, Philippines. In Akiyama, S., et al., Proc. 5th and 6th Symposia on 
collection Building and Narutal History Studies in Asia and the Pacific Rim, Monographs Nat. Sci. 
Mus., 24, 187-195. 

 
(2)報告書 
高山俊昭・亀尾浩司・岩井雅夫・北原俊一，2004，浮遊性藻類化石群からみた過去 100 万年

の北太平洋表層海洋循環系の変遷と気候変動．平成 13〜15 年度科学研究費補助金基盤研究

(C-2)成果報告書，4p． 
佐藤時幸・亀尾浩司，2004，石灰質ナンノ化石から見た本邦新生代後期の古海洋と石油根源

岩分布予測，平成 14〜15 年度科学研究費補助金基盤研究(C-2)成果報告書，4p． 
 

(3）書籍 
千葉県史料研究財団編，2005，千葉県史自然誌系「千葉県地学写真集」（第三節 微化石 分

担執筆）． 
日本地質学会編，2004，地質学用語集—和英・英和—，共立出版（用語選択編集協力）． 
 

（４）学会発表 
(4-1) 国内学会発表など 
岡田誠・亀尾浩司・中里裕臣・大河内直彦・久光敏雄・北里洋，2004，銚子ボーリングコア
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の年代層序．日本地質学会第 110 年学術大会（千葉，2004.9.18-20） 

関根智之・新藤亮太・亀尾浩司・本山功，2005，石灰質ナンノ化石及び放散虫化石に基づく

三浦層群清澄層と安野層の地質時代．日本地質学会第 110 年学術大会（千葉，2004.9.18-20） 

古川登・亀尾浩司，2004，円石藻化石 Braarudosphaera 属と Discoaster 属の結晶学的方位. 日

本鉱物学会 2004 年度年会，岡山大学. 
(4-2) 国際学会発表 

Furukawa, N., N., Kameo, K., 2004，Crystallographic direction of coccolith elements of the marine 
alga Florisphaera profunda, Umbellosphaera spp.and its fossil group, Discoaster. The 10th 
International Symposium on Experimental Mineralogy, Petrology and Geochemistry (EMPG X), 
Frankfurt, Germany (2004.4.2-6) 

 
（５）外部資金 

平成 15～17 年度，科学研究費補助金基盤研究(C-2)（研究代表者），海洋一次生産者と底生生

物の挙動から見た北太平洋の中新世古海洋変遷史． 
 

（６）教育 
（普遍）地学基礎実験 A，（理）地球科学基礎セミナー，層序学概論，地質学実験 I，地質学

実験 IV，地史古生物学実験，地球科学演習，卒業研究，（自・修）特別演習，特別研究，（自・

博）特別演習，特別研究． 
 
平成 16 年度（2005 年 3 月）卒．修了 
小林一茂，房総半島および銚子地域に分布する上部新生界に見られる炭酸塩コンクリーショ

ンの形成メカニズム，自然科学研究科修士論文． 
 

（７）学会活動など 
千葉県史自然誌系地形・地質執筆委員．平成 15 年 4 月から平成 17 年 3 月まで． 
日本地質学会第 111 年年会（下記参照）を千葉大学にて開催（平成 16 年 9 月 18 日～20 日）．

開催時に以下の委員と会場責任者を担当． 
・地質学会千葉大会準備委員および行事委員． 
・優秀ポスター選考委員会委員 
・ポスター会場責任者（ポスター発表件数：総計 353 件） 
・一般発表「地域間層序対比と年代層序スケール」企画，コンビーナ． 
・特別セッション「前弧海盆堆積体のテクトニクス・古海洋・堆積・生物：南関東上総層群

相当層を例として」コンビーナ． 
 
日本地質学会第 111 年年会（千葉大会）セッション一覧（総発表件数 605 件） 
・ トピックセッション 
１． 前弧海盆堆積体のテクトニクス・古海洋・堆積・生物：南関東上総層群相当層を例と

して．久光敏夫（高知大），岡田誠（茨城大），亀尾浩司（千葉大），斎藤実篤（Jamstec），
北里洋（Jamstec） 

２． 地質汚染の単元調査法と無単元調査法“Green Geology 確立のために”．楡井久（茨城

大）他． 
３． ジュラ系．松岡篤（新潟大）他． 
４． 沖積層研究の新展開．井内美郎（愛媛大）ほか． 
５． 三次元地震探査データの可視化処理と地質モデル．荒戸裕之（帝国石油），中西健（国

際石油開発） 
６． 関東地域の地質環境の利用とその問題，対策．風岡修（千葉県地質環境研究室）ほか． 
７． 伊豆—小笠原—マリアナ弧と大陸地殻形成．青池寛（Jamstec）ほか． 
８． 北東—東南アジアの地殻形成史・古地理・古環境．久田健一郎（筑波大）ほか． 
・ 定番セッション 
９． 地域地質・地域層序．斎藤真（産総研）ほか． 
１０．地域間層序対比と年代層序スケール．黒川勝巳（新潟大），亀尾浩司（千葉大），岡

田誠（茨城大）． 
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１１．海洋地質．西村昭（産総研）ほか． 
１２．砕屑物組成・組織と続成作用．竹内誠（名古屋大）ほか． 
１３．炭酸塩岩の起源と地球環境．山田茂昭（金沢大）ほか． 
１４．堆積相と堆積システム・シーケンス．酒井哲弥（島根大） 
１５．堆積作用・堆積過程．田村亨（産総研）ほか． 
１６．石油・石炭地質学と勇気地球化学．鈴木祐一郎（産総研）ほか． 
１７．岩石・鉱物の破壊と変形．小林健太（新潟大） 
１８．付加体．橋本善孝（高知大）ほか． 
１９．テクトニクス．束田和弘（名古屋大）ほか． 
２０．ノンテクトニック構造．永田秀尚（風水土）ほか． 
２１．新生代古生物．近藤康生（高知大）ほか． 
２２．中・古生代古生物．長谷川卓（金沢大）ほか． 
２３．脊椎動物化石．仲谷英夫（香川大）ほか． 
２４．噴火と火山発達史．津久井雅志（千葉大）ほか． 
２５．深成岩・火山岩とマグマプロセス．荒川洋二（筑波大）ほか． 
２６．変成岩とテクトニクス．本吉洋一（極地研）ほか． 
２７．岩石鉱物一般．高橋直樹（千葉県立中央博物館）ほか． 
２８．情報地質．坂本正徳（国学院大）ほか． 
２９．環境地質．田村嘉之（千葉県環境財団）ほか． 
３０．応用地質一般．上野将司（応用地質）ほか． 
３１．地学教育・地学史．紺谷吉弘（立命館高校）ほか． 
３２．第四紀地質．吉川周作（大阪市大）ほか． 
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＜客員教授＞ 
（１）吉村 仁（よしむら じん） 
 
（２）システム解析分野・客員教授（静岡大学工学部教授） 
 
（３）研究活動の内容 
水界生態学における生物モデリング、特にプランクトン群集の共存機構に関する格子モデルお

よび海藻の配偶子における異型性進化の数理モデルの研究を行っている。 
 
（４）研究業績の記録 

(1a) 原著論文（査読あり） 
Kei-ichi Tainaka, Masashi Kushida, Yu Itoh and Jin Yoshimura. 2004. Interspecific Segregation in a 

Lattice Ecosystem with Intraspecific Competition. Journal of the Physical Society of Japan. 
73:2914-2915. 

Jin Yoshimura, Kei-ichi Tainaka, Takanori Suzuki and Masae Shiyomi. 2004. On the Local 
Coexistence of Species in Plant Communities. In Pahl, C., Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) iEMSs 
2004 International Congress: "Complexity and Integrated Resources Management." 2: 816-821. 
Kei-ichi Tainaka, Masashi Kushida, Yu Itoh, Jin Yoshimura. 2004. Interspecific Segregation and Phase 

Transition in a Lattice Ecosystem with Intraspecific Competition. In Pahl, C., Schmidt, S. and 
Jakeman, T. (eds) iEMSs 2004 International Congress: "Complexity and Integrated Resources 
Management." 2: 834-839. 

Yu Itoh, Jin Yoshimura, Kei-ichi Tainaka. 2004. Stability Analyses of the 50/50 Sex Ratio Using 
Lattice Simulation. In Pahl, C., Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) iEMSs 2004 International 
Congress: "Complexity and Integrated Resources Management." 2: 852-857. 

Tatsuya Togashi, Tatsuo Miyazaki, Jin Yoshimura, John L. Bartelt, Paul Alan Cox. 2004. Reproductive 
Strategies of Marine Green Algae: the Evolution of Slight Anisogamy and Environmental 
Conditions of Habitat. In Pahl, C., Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) iEMSs 2004 International 
Congress: "Complexity and Integrated Resources Management." 2: 858-863. 

Tatsuo Miyazaki, Tatsuya Togashi, Takanori Suzuki, Tsuyosi Hashimoto, Kei-ichi Tainaka, Jin 
Yoshimura. 2004. The Coexistence of Plankton Species with Various Nutrient Conditions: nutrient 
conditions: A Lattice Simulation Model. In Pahl, C., Schmidt, S. and Jakeman, T. (eds) iEMSs 2004 
International Congress: "Complexity and Integrated Resources Management." 2: 870-875.  

 

(1b) 原著論文（査読なし） 
なし 

 
(2) 報告書 
なし 

 
(3) 書籍 
吉村仁, 2004．進化なくして生態なし pp.28-30「生態学入門」（日本生態学会編）東京化学同

人，東京． 
 

(4) 学会発表 
国際学会発表 
Togashi, T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt. Gamete behavior and the 

evolution of anisogamy: reproductive strategies of marine green algae. International Symposium on 
Dynamical Syetems Theory and Its Applications to Biology and Environmental Sciences, March 
14-17, 2004. Hamamatsu, Japan 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto. K. Tainaka and J. Yoshimura. The paradox of 
enrichment in planktonic communities: a lattice model. International Symposium on Dynamical 
Syetems Theory and Its Applications to Biology and Environmental Sciences, March 14-17, 2004. 
Hamamatsu, Japan 

Kumazawa, F., T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura. Population dynamics features of Batesian 
mimicry. International Symposium on Dynamical Syetems Theory and Its Applications to Biology 
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and Environmental Sciences, March 14-17, 2004. Hamamatsu, Japan 
Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. Reproductive Strategies of Marine 

Green Algae: the Evolution of Slight Anisogamy and the Environmental Conditions of Habitats. 
iEMSs 2004 International Congress: "Complexity and Integrated Resources Management". 
International Environmental Modelling and Software Societey, June 14-17, 2004. Osnabrueck, 
Germany 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura. The Coexistence of 
Plankton Species with Various Nutrient Conditions: A Lattice Simulation Model. iEMSs 2004 
International Congress: "Complexity and Integrated Resources Management". International 
Environmental Modelling and Software Societey, June 14-17, 2004. Osnabrueck, Germany 
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＜非常勤研究員＞ 
（１）斎藤 道子（さいとう みちこ） 

 

（２）古海洋バイオシステム研究分野・非常勤研究員（平成 15 年 2 月 1日から） 

 

（３）研究活動の内容 
(1) 腕足動物の分類学的研究 
これまでに採集された現生腕足動物のうち、日本各地、特に富山湾、対馬沖、隠岐島沖で採

取されたものについてリストを作成し、分布・生息域・多様性についてまとめた。 
(2) 日本産エクノミオサ属の分類学的研究 
新種と思われるエクノミオザ科のEcnomiosa sp.については、腕骨の個体発生について詳細に

調べ、テレブラテラ亜目及びEcnomiosa属の他の種（Ecnomiosa inexpectata, Ecnomiosa gerda）
との比較を行った。その結果、a)Ecnomiosa属の腕骨の個体発生パターンは既知のテレブラテ

ラ亜目の腕骨の個体発生とは異なる再吸収パターンを示す、b)これまでEcnomiosa属は

Bilacunar stageの腕骨を持つことかラクエウス上科やキンゲナ科と近縁であるとされてきたが、

Ecnomiosa属のBilacunar stageはLaqueioideaやKingenoideaとは全く異なる再吸収パターンによ

り生じたものであることが明らかになった。そのため、Ecnomiosa属はむしろZeillerioideaとさ

れるべきであるとの結論を得た。 
(3) ミトコンドリア DNACO I 遺伝子と 18S rRNA を用いた腕足動物の分子系統学的研究 
テレブラテラ亜目の系統関係を更に明らかにするため、８種について新たに 18S rRNA の塩基配列

の解析を行い、ミトコンドリア DNACO I 遺伝子 1218bp と合わせて系統関係の推定を行った。 
 
（４）研究業績 

(1a)原著論文（査読あり） 
I. Sarashina, T. Mito, Michiko Saito, H. Uneme, K. Miyawaki, Y. Shinmyo, H. Ohuchi and S. Noji 
(2005), Location of micropyles and early embryonic development of the two-spotted cricket Gryllus 
bimaculatus (Insecta, Orthoptera). Development Growth & Differentiation, 47, 99-108. 

 

(1b)原著論文（査読なし） 

なし 

 

(2)報告書 

なし 

 

(3)書籍 

斎藤道子(2005 印刷中) 触手冠動物の起源と腕足動物の進化. In, 海洋の生命史―生命は海

でどう進化したか、東海大学出版会、神奈川 

 

(4)学会発表 

(4-1)国内学会発表 

斎藤道子、日本産エクノミオサ属（腕足動物門テレブラチュラ目）の１未記載種について、

日本動物分類学会第 40 回大会、2004 年 5 月 22 日-23 日、千葉県立中央博物館、千葉 

 

(4-2)国際学会発表 
Motchurova-Dekova, N., Michiko Saito, Long, S., Endo, K., Ontogenetic and intraspecific changes of 
Recent Rhychonellids (Brachiopoda) as a basis for revision of some “narrow” generic definitions of fossil 
and Recent genera.  32 International Geological Congress, August 24, 2004, Florence, Italy. 
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＜日本学術振興会 特別研究員＞ 
（１）芹澤 如比古（せりさわ ゆきひこ） 
 
（２）日本学術振興会 特別研究員（平成 15 年 4 月～平成 17 年 3 月） 
 
（３）研究活動の内容 
千葉県安房郡小湊地先から鴨川地先の沖 5ｋｍには水深 200ｍを越える鴨川海底谷が南北方向

に存在し，強風によってしばしば沿岸湧昇が生じて，海洋深層水が沸き上がっていることが

知られている。しかし，この湧昇流の発生要因，発生時期，発生頻度，動態，沿岸生態系に

与える影響についてはほとんど調べられていない。同地沿岸部では大型多年生褐藻のカジメ

（コンブ目，コンブ科）が 100 ヘクタール以上の規模の大きな海中林を形成し，高い生産力

を持つ主要な一次生産者である。沿岸部で最大の現存量を示すカジメを沿岸湧昇と沿岸生態

系との関係を考察するためのモデル生物として研究対象に選び，カジメの光合成，生長，そ

して生産力に与える沿岸湧昇流の影響を調査した。平成 15〜16 年度は，鴨川海底谷上と内

浦湾の湾内に定点を設け，環境測定調査と採水を行った。すなわち，平成 15 年 4 月〜平成

17 年 3 月まで毎月，千葉大学海洋バイオシステム研究センター調査船を使用し，それぞれの

定点で深度別に水温・光強度を測定し，栄養塩類の分析を行った。これらのデータを解析す

ることによって，年間に生じる湧昇流の頻度，範囲，および時期について明らかにしつつあ

る。また，平成 15 年 8 月（夏季）と平成 16 年 2 月（冬季）には，東京海洋大学（旧・東京

水産大学）・坂田臨海実習場（館山）において，鴨川海底谷上の表層水及び深層水を用いて

カジメの光合成速度と呼吸速度の測定を行い，表層水及び深層水で光合成活性を比較した。

これにより湧昇流がカジメの生理活性に与える影響を解明しつつある。平成 16 年 9 月から

はカジメの遊走子（胞子）を放出させ，微小な糸状の配偶体の生長過程における，鴨川海底

谷上の表層水と深層水の影響を調べる実験を行った。これによりカジメの微小世代おける生

長特性に対する湧昇流の影響を解明しつつある。さらに，毎日午前 10 時に千葉大学海洋バ

イオシステム研究センター職員によって測定されている小湊地先の水温，風向および風力の

過去数年間のデータを解析中である。これにより湧昇流と風向と風力の因果関係を明らかに

しつつある。また，スキューバ潜水によって小湊地先のカジメ海中林内に連続水温計を設置

し，通年の水温を 1 時間間隔で測定した。このデータを解析することにより沿岸に到達する

湧昇流の頻度，時期について明らかにしつつある。そして，スキューバ潜水によってカジメ

群落内に永久コドラート（約 3m2）を設置し，平成 15 年 7 月より継続中であった枠内のカジ

メ約 60 個体の茎部や葉部などの生長を平成 16 年 10 月まで毎月測定した。このデータの解

析によりカジメの生長における時期的な変化・湧昇流との因果関係を明らかにしつつある。 
 
（４）研究業績 

(1a)原著論文（査読あり） 
Murakami H, Serisawa Y, Kurashima A and Yokohama Y. Photosynthetic performances of temperate 

Sargassum and kelp species growing in the same habitat. Algae, September 2004, 19: 207-216. 
Matsuyama-Serisawa K, Serisawa Y, Tanaka J. Growth, maturation and photosynthesis of a brackish 

water alga Rhizoclonium sp. (Cladophoraceae, Chlorophyta) with reference to the effects of salinity. 
Phycological Research, September 2004, 52: 204-210. 

Serisawa Y, Yokohama Y, Aruga Y, Tanaka J. Dark respiration of the stipe of Ecklonia cava 
(Laminariales, Phaeophyta) in relation to temperature. Phycological Research, June 2004, 52: 
174-179. 
Serisawa Y, Aruga Y, Yokohama Y, Bellgrove A. Photosynthetic performance of transplanted ecotypes 
of Ecklonia cava (Laminariales, Phaeophyta). Journal of Applied Phycology, June 2004, 16: 227-235. 
Matsuyama-Serisawa K, Yamazaki S, Kitade Y, Serisawa Y, Kuwano K, Saga N. Tracing of systematic 

characters of Bangiales (Rhodophyta) based on molecular phylogeny inferred from sequences of 
nuclear small subunit rRNA Genes. Suisanzoshoku, June 2004, 52: 185-198. 

Shimada S, Hiraoka M, Serisawa Y, Horiguchi T. Phylogenic studies in the genus Codium 
(Chlorophyta) from Japan. Proceedings of Algae2002: in press. Japanese The Journal of Phycology, 
May 2004, 52 (Supplement): 35-39. 

富永春江，芹澤如比古，大野正夫．土佐湾産カジメにおける葉状部の生産量と葉状部基部の

大きさの季節変化．藻類，2004 年 3 月，52：13-19． 
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Serisawa Y, Imoto Z, Ishikawa T and Ohno M Decline of the Ecklonia cava population associated 
with increased water temperatures in Tosa Bay, southern Japan. Fisheries Science, February 2004, 70: 
189-191. 
倉島彰，芹澤如比古，神林友広，当真武，横浜康継．緑藻クビレヅタとスリコギヅタの温度

と光に関する光合成特性．藻類，2003 年 11 月，51：167-172. 
Hiraoka M, Shimada S, Serisawa Y, Ohno M and Ebata H. Two different genetic strains of 

stalked-Ulva (Ulvales, Chlorophyta) grow on the intertidal rocky shore in Ebisujima, central Japan. 
Phycological Research, September 2003, 51: 161-167. 

芹澤如比古，村上裕重，田中次郎，青木優和，坂西芳彦，平田徹，御園生拓，横浜康継．静

岡県下田市田牛地先の異なる水深における褐藻カジメ・アラメ群落の特徴．水産増殖，2003
年 9 月，51：287-294. 
Serisawa Y, Aoki M, Hirata T, Bellgrove A, Kurashima A, Tsuchiya Y, Sato T, Ueda H and Yokohama 
Y. Growth and survival rates of large-type sporophytes of Ecklonia cava transplanted to a growing 
environment with small-type sporophytes. Journal of Applied Phycology, June 2003, 15: 311-318. 
Matsuyama K, Serisawa Y and Nakashima T. Effects of deep seawater on growth of a green alga, Ulva 

sp. Algae, May 2003, 18: 129-134. 
 
(1b)原著論文（査読なし） 
芹澤如比古，井本善次，田井野清也，崔昌根，石川徹，大野正夫，平岡雅規．土佐湾の磯焼

け海域におけるスポアバッグ法によるカジメ海中林の造成．藻類，2005 年 3 月，53：印刷中． 
 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
芹澤如比古，井本善次，大野正夫，田井野清也，石川徹．土佐湾の磯焼け海域におけるスポ

アバッグ法によるカジメ藻体の出現と拡散，日本藻類学会第 28 回大会，北海道大学，2004
年 3 月．（展示発表） 
松山和世，芹澤如比古，川越力，藤下まり子，河野重行．暖海産および寒海産コンブ科藻類

のゲノムサイズについて．日本藻類学会第 28 回大会，北海道大学，2004 年 3 月．（展示発

表；松山） 
芹澤如比古，羽賀秀樹，松山和世．千葉県安房小湊地先のカジメ群落の生産量と現存量．日

本水産増殖学会第 2 回大会，サンリフレ函館，2003 年 10 月．（展示発表，最優秀ポスター賞

受賞） 
松山和世，芹澤如比古，中島敏光．緑藻アオサの生長に対する海洋深層水の影響．日本水産

増殖学会第 2 回大会，サンリフレ函館，2003 年 10 月．（展示発表；松山） 
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＜協力研究員＞ 
（１）平野 弥生（ひらの やよい） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・協力研究員 
 
（３）研究活動の内容 

(1)平野義明の研究の補助を行った。 
(2)底生性クラゲ類の分類と生態の研究を行った。 

 
（６） 研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読あり） 
 なし 

 (1b)原著論文（査読なし） 
なし 

 
(2)報告書 
並河洋、平野弥生、今原幸光、岩瀬文人、柳研介、小川数也（2004）相模灘の刺胞動物相につ

いての研究．独立行政法人国立科学博館. 平成１５年度調査研究報告書「相模灘およびその沿

岸地域の動植物相の経時的変化に基づく環境変遷の解明の調査研究」p. 10-18. 
 
（４）学会発表 

(4-2) 国内学会発表  
  なし 
(4-3) 国際学会発表 
 なし 

 
（７） 外部資金 
独立行政法人国立科学博物館外部委員「相模灘生物調査」，平成 16 年度 

 
（６）教育 
 学生指導補助  
 平成 16 年度（2005 年 3 月）修了 
 （自然科学研究科，生命・地球科学専攻，博士課程前期） 

島津陽一：ミドリアマモウミウシ（後鰓上目・嚢舌目）の餌選択と生活史 
須藤耕佑：軟体動物後鰓類の寄生虫に関する研究 

 平成 16 年度（2005 年 3 月）卒業 
  前田太郎：高潮帯タイドプールに出現する嚢舌類の塩分耐性 
  依藤実樹子：ムカデミノウミウシの褐虫藻共生と餌利用変化 
 
（７）学内外委員、学会などの活動 
独立行政法人国立科学博物館外部委員「相模灘生物調査」（平成 13 年度） 
国際湿地保全連合日本委員会研究協力者（平成 14 年度） 

 
（８）その他 
国際共同研究 
アメリカ合衆国オレゴン州立大学の C.D.Trowbridge 博士と共同研究を実施。テーマ「日本産嚢

舌類の多様性に関する総合的研究」 
 

59 



＜協力研究員＞ 
（１）芹澤（松山） 和世（せりさわ（まつやま） かずよ） 
 
（２）現海洋分野バイオシステム研究分野・協力研究員（平成 16 年 4 月～平成 17 年 3 月 31 日

まで） 
 
（３）研究活動の内容 

(1)鴨川沖沿岸湧昇が小湊内浦湾沿岸に生育する海藻類の生長や生態に与える影響に関する研究 
(2)銚子沿岸に生育する緑藻類の季節的消長に関する研究 
(3)緑藻シオグサ科藻類の分類に関する研究 
(4)共生細菌を持つ深海生物と共生細菌に関する研究 

 
（４）研究業績の記禄 

(1a)原著論文（査読あり） 
Matsuyama-Serisawa K, Yamazaki S, Kitade Y, Serisawa Y, Kuwano K, and Saga N. (2004) Tracing of 
systematic characters of Bangiales (Rhodophyta) based on molecular phylogeny inferred from 
sequences of nuclear small subunit rRNA genes. Sisanzoshoku, 52: 185-198 (2004. 6). 
森俊介，山崎綾乃，芹澤（松山）和世，福田 覚，水田浩之，嵯峨直恆. (2004) 無菌培養され

た海産紅藻スサビノリの成長に対する共生細菌２株の効果. 水産増殖,52：239-244 (2004. 9). 
Matsuyama-Serisawa K, Serisawa Y, and Tanaka J. (2004) Growth, maturation and photosynthesis of a 
brackish water alga Rhizoclonium sp. (Cladophoraceae, Chlorophyta) with reference to the effects of 
salinity. Phycological Research, 52: 204-210 (2004. 9). 
Kagami Y, Fujishita M, Matsuyama-Serisawa K, Yamamoto M, Kuwano K, Saga N and Kawano S. 

(2005) The DNA content of Ulva compressa (Ulvales, Chlorophyta) nuclei determined with laser 
scanning cytometry). Phycological Research, 53:（in press） 

 
（８）その他 

松山和世、他（2004）取材協力 FNSソフト工場 2004 深海からのメッセージ〜神秘の世界

を探る〜. 静岡テレビ 10 月 23 日放送，フジテレビ 10 月 28 日放送. 
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